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はじめに 
 

このたびは、当社製品分光放射計 SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R/SR-3AR をお求めいただき

まして、まことにありがとうございます。 

 

分光放射計 SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R/SR-3AR は、PDP、CRT, LCD や LCD のバック

ライト、LED などの発光体、塗装面や印刷物などの反射光を超低輝度まで高精度で測定する分光

放射計です。 

 

本書では、分光放射計 SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R/SR-3AR の概要、基本操作、仕様につ

いて説明しています。取扱説明書はいつもお手元においてご活用ください。 
 

 

 

 

 
 



 

安全上のご注意 
 

商品および取扱説明書には、お使いになる方や他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、商品を

安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。 

次の表示・図記号を良く理解してから、｢安全上のご注意｣と本文をお読みください。 

 

 

      表    示                          表 示 の 意 味 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると「人が死亡する、または 

重傷を負う危険が差し迫って発生する可能性のあること」を示します。 

 

 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、「人が死亡する、または 

重傷を負う可能性のあること」を示します。 

 

 
 

  この表示を無視して、誤った取扱いをすると「人が傷害を負う可能性 

または物的損害のみが発生する可能性のあること」を示します。 

 

 

 

・ 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど・感電などをさす。 

・ 物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害をさす。 

 

 

 

 

 

図 記 号                          表 示 の 意 味 
 

注意を示します。 

具体的な注意事項は、  の中や近くに文章や図記号で指示します。 

（例    感電注意） 

 

禁止を示します。 

具体的な禁止事項は、  の中や近くに文章や図記号で指示します。 

（例    稼動部への接触禁止） 

 

強制を示します。 

具体的な強制事項は、  の中や近くに文章や図記号で指示します。 

（例    アースを設置する） 
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警告 

 

注意 

禁止 

禁止 

禁止 

強制 

強制 

強制 

禁止 

禁止 

禁止 

引火性・可燃性蒸気（ガソリンなど）の場所で使用しないこと。 

火災の原因になる場合があります。 

 

濡れた手でプラグを抜いたり差し込んだりしないこと。 

感電の原因になる場合があります。 

ぐらついた台の上や傾いた面など不安定なところに置かないこと。 

落下・転倒してけがの原因になる場合があります。 

太陽や電球のフィラメントなど明るい物を直接見ないこと。 

目を負傷する場合があります。 

本器を分解または改造をしないこと。 

火災や感電の原因になる場合があります。 

ＡＣアダプタは必ず標準付属品または別売付属品を使用すること。 

ＡＣアダプタの故障により火災や感電の原因になる場合があります。 

ＡＣアダプタを分解しないこと。 

火災・感電の原因になる場合があります。 

ＡＣアダプタのコンセント部分のほこり・水分は取り除くこと。 

火災の原因になる場合があります。 

万一、本器から異音や異臭および煙が認められる場合は、直ちに電源を切り、 

ＡＣアダプタをコンセントから抜くこと。 

そのまま使用すると火災の原因になる場合があります。 

 

図 記 号   予 防 事 項 

 

図 記 号   予 防 事 項 

三脚取り付けネジおよび治具取り付け用ネジ穴を使用する場合は、指定された 

ネジを使用すること。 

必要以上に強く締め付けないでください。内部が破損することがあります。 
強制 



 

免責事項 
・ 火災、地震、第三者による行為、その他の事故、使用者の故意または過失、誤用、その他異常な条

件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

・ 本器の使用または使用不能から生じる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に関して、

当社は一切責任を負いません。 

・ 取扱説明書で説明された以外の使い方によって生じた損害に対して、当社は一切責任を負いません。 

・ 接続機器との組み合わせによる、誤動作などから生じた損害に対して、当社は一切責任を負いませ

ん。 

 

ご使用上のお願い 
・ 本器で使用するＡＣアダプタは、必ず標準付属品または特別付属品を使用してください。指定以外

のＡＣアダプタの使用は故障の原因となります。入力電圧は、ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ、電源周波

数は５０Ｈｚ～６０Ｈｚです。 

・ 省エネルギーのため長時間、本器を使用しないときは電源プラグを抜いてください。 

・防水構造になっていませんので、水など液体のかかる場所での使用や保存をしないでください。 

・測定範囲を越える明るい物や太陽光など非常に明るい物を測定しないでください。受光素子に損傷

を与え、安定した測定ができなくなる場合があります。 

・ 本器使用の際、電源 OFF 後、すぐに電源を ON しないでください。本体内部が高温になっている

ため保護回路がはたらき、エラーが表示される場合があります。その場合、電源を OFF にし、使

用条件（SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R:５～30 ℃）(SR-3AR:５～35 ℃)の環境下にて 30

分程度放置した後、電源を ON してください。 

                              ☞「5.1 本体エラー表示」 

・ほこりの多い場所、湿度の非常に高い場所、および腐食性ガスの発生する場所で使用しないでくだ

さい。 

・急激に温度が変化する場所で使用しないでください。本器は温度補償の回路を内蔵していますが、

急激に温度が変化する環境下では安定した測定ができない場合があります。 

・落下などの強い衝撃や、常時振動する場所での使用および保存はさけてください。本器は精密な光

学部品を使用していますので、故障の原因となります。また、持ち運ぶときは付属のキャリングケ

ースに入れ、本器に直接振動や衝撃をあたえないでください。 

・保管は、専用のキャリングケースにいれ、常温で行ってください。自動車の中など高温多湿な環境

では保管しないでください。 

・測定精度を維持するため、校正を年１回程度行ってください。校正はお買い上げ店、または当社に

ご相談ください。 

・校正の際は、本器に記憶されている測定データは消去されます。必要な測定データは校正依頼前に

コンピュータ等に移してください。 

・本体裏面に貼り付けられている封印シールは絶対に剥がさないでください。剥がされた場合、すべ

ての保証が無効となります。 

・本器の電源がＯＦＦ、且つＰＣの電源がＯＮ状態でＰＣ接続用ケーブルが接続されている場合、バック

アップバッテリーが消耗される場合があります。ＰＣ接続用ケーブルを外すか、またはＰＣの電源もＯ

ＦＦすることを推奨いたします。 

 

お客様によるメンテナンス 
本書で指示する以外のメンテナンス作業は、安全上および性能維持のため、サービスマン以外は

絶対に行わないでください。ただし、次にあげる事項はお客様が可能なメンテナンスです。メン

テナンスの方法については本文の内容をお読みください。 

 

本体カバーおよびレンズのクリーニング 

本体ケースおよびレンズの汚れは、薄めた中性洗剤を柔らかい布にしみこませて汚れを落とした

後、乾いた柔らかい布で拭いてください。 

シンナー、ベンジン、アセトンなどの溶剤は使用しないでください。表面が変色する場合があり

ます。 
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本書の表記方法 
 

本書では、以下のような表記規則があります。 

 

表記 説明 

[FUNCTION] 、

[UP] 

パネルスイッチや、液晶表示器に表示されるメニュータイトルを示し

ます。 

☞「」 本書内の参照先を示します。 

☞『』 参照先となる他の説明書を示します。 

 

お願い 

操作を行う上で知っておいていただきたいこと、気を付けていただき

たいことなどを説明しています。 

メモ 
操作を行う上で参考にしていただきたいこと、知っていると便利なこ

となどを説明しています。 
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1. ご使用の前に 
1.1 本体と付属品の確認 
 

以下に示す、本体と付属品がそろっていることを確認してください。 

不足している場合は、お買い上げ店または当社へご連絡ください。 

 

・本体  ( SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R /SR-3AR )   1 

 

 

 

 

 

 

 

   

・対物キャップ       1 

・SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R/SR-3AR & CS-900A 

クイックマニュアル       1 

・測色プログラム CS-900A／取扱説明書    1 

・AC アダプタ       1 

・USB ケーブル            1 

・検査成績書        1 

・キャリングケース       1 

 

 

 

 

 

       

 
お願い 

・本器において CS-900A を使用した測定を行う場合、必ず本器に付属する

CS-900A(バージョン 4.20 以上)を使用してください。 

SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R SR-3AR 
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1.2 各部の名称と機能 
 

SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R/SR-3AR 共通の名称と機能を SR-UL1R 本体図を用いて解説し

ます。 

■本体 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視度調整リング      ファインダのレチクルマークに焦点を合わせる場合に使用します。 

 

焦点調整リング      測定対象物に焦点を合わせる場合に使用します。 

 

USB コネクタ      リモートモード測定を行う場合、PC などを接続するためのコネクタで

す。 

PC の接続☞「1.3.2 PC の接続」 

RS-232C コネクタ  リモートモード測定を行う場合、PC などを接続するためのコネ  

クタです。 

PC の接続☞「1.3.2 PC の接続」 

外部同期信号入力コネクタ CRT などの点滅光源を測定するときに、このコネクタから同期信号を

入力します。 
 
 

リセットスイッチ   本器のソフトウェアリセットスイッチです。 
 
 

液晶コントラスト調整ボリューム 

 液晶表示部のコントラストを調整するボリュームです。液晶の文字が

見にくい場合に使用します。 

接眼レンズ ハンドル 

対物レンズ 

リセットスイッチ 

RS-232C コネクタ 

外部同期信号 

入力コネクタ 

液晶コントラスト 

調整ボリューム 

USB コネクタ 

視度調整リング 

焦点調整リング 排気孔 

※SR-3AR には 

ありません。 
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電源スイッチ  本器の電源スイッチです。 
 

 

DC 入力コネクタ  本器付属の AC アダプタの出力プラグを差し込むコネクタです。 
 

 

ファインダシャッタ   ツマミの位置を CLOSE の位置にすると、ファインダからの入射光を遮 

切り換えツマミ   ることができます。測定対象物の明るさが極端に暗い場合やファインダ

側に発光物がある場合は、ファインダからの迷光を防ぐためにファイン

ダシャッタを CLOSE にしてください。 

 

液晶表示器  測定値、測定条件など各種情報を表示する照明付き液晶表示器です。 
 
 

パネルスイッチ  測定の開始/中断などの操作を行うためのスイッチやファンクションモー

ドによる各種設定を行うためのスイッチがあります。 
 
 

三脚取付けネジ  本器を三脚に取り付けるときに使用するネジです。ネジは 1/4-UNC の

カメラ取付け用ネジを採用しています。 

 

工具用ネジ 本器をシステム等に取付けるためのネジです。 

 M４ x 0.5（径：３ mm ピッチ：０.５ ｍｍ)です。 

☞「６. 付録 外観寸法図」 

 
お願い 

・三脚取り付けネジおよび治具取り付け用ネジ穴を使用する場合は、指定さ

れたネジを使用してください。また、必要以上に強く締め付けないでくださ

い。内部が破損することがあります。 

液晶表示器 

ファインダシャッタ 

切り換えツマミ 

電源スイッチ 

パネルスイッチ 

DC 入力コネクタ 三脚取付けネジ 

工具用ネジ  3 ヶ 

M4ｘ0.5(深さ 6) 

吸気孔 

※SR-3AR には 

ありません。 
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■パネルスイッチの名称と機能 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スイッチ 

パネルスイッチには、次の 2 通りの機能があります。 

○測定に使用する機能（スイッチ横に表示されている機能） 

○ファンクションモードで使用する機能（スイッチ下に表示されている機能） 

ファンクションモードの切り換え☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

各スイッチの機能は以下のとおりです。 
MEAS.／HOLD スイッチ   測定を開始する時または、連続測定（Auto Run）停止時に使用し

ます。       ☞「２.2 連続測定（Auto Run）」 

  

  FIELD スイッチ  測定角の切り換えスイッチです。 

  輝度測定範囲、測定径☞「６ 付録 仕様・性能」 

 

UPスイッチ、DOWN スイッチ 液晶表示器に表示する測定データ番号を UP/DOWN します。 

測定結果は 50 データまで本器メモリに記憶できます。 

 

ABS.／DIF. スイッチ  絶対値表示／差表示の切り換えに使用します。 

    初期状態は、絶対値表示に設定されています。 

 

LAMPスイッチ     液晶表示器の照明（バックライト）のON／OFF を切り換えま  

す。初期状態は、照明 ON に設定されています。 

        

液晶表示器 

ABS./DIF. スイッチ 
FIELD スイッチ 

LAMP スイッチ 

DOWN スイッチ 

UP スイッチ 

パネルスイッチ 

(SHIFT スイッチ) 

(CHANGEスイッチ) 

(ROTATION スイッチ) 

(FUNCTIONスイッチ) 

(ENTERスイッチ) 

MEAS./HOLD スイッチ 

ROTATION 

SHIFT 

CHANGE ENTER 

FUNCTION 

UP DOWN HOLD 

MEAS. 

DIF. 

ABS. 
LAMP FIELD 
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ファンクションモードの機能 

  FUNCTION(ファンクション)スイッチ             

ファンクションモードへの移行および復帰に使用します。ファンクションモードへ移行す

る場合は約２ 秒スイッチを押し続けます。復帰する場合は、押し続ける必要はありません。 

 

  ENTER(エンター) スイッチ  

表示を次のページに切り換える場合や、数値入力が完了し、メモリにデータを入れる場合 

に使用します。 

 

CHANGE(チェンジ) スイッチ   

設定値を変更する場合に使用します。 

本スイッチが押されると表示されている数値が消去されカーソルが点滅状態となりますの

で、新たなデータを入力してください。 

 

ROTATION(ローテーション) スイッチ  

       設定内容の選択に使用します。押すたびに、選択できる候補が順に表示されます。表示さ

れる内容は、パラメータの種類によって異なります。 

例：AUTO→FREQ→MANU→SYNC 

  

 ・→0→1→2→ ･ ･ ･ →8→9 

 

3 8400→4 800→9 600→19 200 

 

 

SHIFT(シフト) スイッチ 

複数桁の数値を入力する場合の桁移動に使用します。 

上位の桁から下位の桁に移動します。 
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液晶の表示 

・ 初期画面 

電源をONした時、およびリセットスイッチを押した時に表示されます。  

 

     

＊＊ Ｓｔａｒｔ ＳＲ－ＵＬ１Ｒ＊＊ 

 

 

・SR-3AR では初期画面は”Start SR-3AR”と、SR-UL2 では初期画面は”Start SR-

UL2”と表示されます。 

･ 

・ 測定中の表示画面 

  測定中に表示されます。 

 

 

      ＊ Ｍｅａｓｕｒｉｎｇ ＊ 

     ＩｎｔｅｇＴｉｍｅ＝  １００  

 

 

・ 測定キャンセル 

  測定中に[MEAS./HOLD]スイッチを押すと下図のようなメッセージが表示され測定を中断し

ます。 

   

 

 

 

 

 

・ 測定値の表示画面 

測定終了後に表示されます。 

 

 

         ＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ Ｂ２．０Ｃ 

         ｘ ＝  ０．４４７６   [ｆ１]   2．０ 

         ｙ ＝  ０．４０７４ 

         Ｌｖ＝ ８．９４０Ｅ＋０１ ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

         ＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０ 

         ｕ’ ＝  ０．２５６０      2．０ 

         ｖ’ ＝  ０．５２４３ 

         Ｌｖ ＝ ８．９４０Ｅ＋０１ ｃｄ／ｍ^ ２    

色度 ｘ 

色度 ｙ 

輝度 Ｌv 

測定番号 測定モード 絶対値測定 現在の測定角 

積分時間  ミリ秒 

輝度･色度モード 
Ｌv､ｘ､ｙ 

色度 ｕ’ 

色度 ｖ’ 

輝度･色度モード 
Ｌv､ｕ'､ｖ' 

輝度 Ｌv 

補正係数の表示 

なし  ：補正なし 

［ｆ１］：分光補正あり 

［ｆｘ］：ＸＹＺ補正あり 

［ｆｆ］：分光・ＸＹＺ補正あり 

表示データ測定時の測定角 

#10  AUTO  ABS ２. 0 

ｘ ＝ ０．４４７６        2. ０ 

ｙ ＝ ０．４０７４ 

＊Canceled Measuring 

メモ 

現在の CIE 等色関数種別 

ＬｏｗＢａｔｔｅｒｙ状態 
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         ＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０ 

           Ｘ＝  １．０９９Ｅ＋０２      2．０ 

           Ｙ＝  ８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

           Ｚ＝  ３．５５９Ｅ＋０２ 

 

         ＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０ 

           Ｔｃ ＝   ２８５６Ｋ    2．０ 

           ｄｕｖ＝ ０．００００ 

         Ｌｖ＝    ８．９４０Ｅ＋０１ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

         ＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０ 

                       2．０ 

         Ｌｅ＝ ５．７８９Ｅ＋００Ｗ／ｓｒｍ^ ２ 

         Ｌｖ＝ ８．９４０Ｅ＋０１ ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

CIE1931 が設定されている場合には「現在の CIE 等色関数種別」は何も表示され

ません。CIE170-2 が設定されている場合にのみ’C’が表示されます。 

 

三刺激値Ｘ 

三刺激値Ｙ（輝度Ｌv） 

三刺激値モード 
Ｘ､Ｙ､Ｚ 

三刺激値Ｚ 

相関色温度Ｔc 

偏差ｄuv 

Ｔc､ｄuv､Ｌv 

輝度Ｌv 

放射輝度Ｌe 

放射輝度・ 
輝度モード 

輝度Ｌv 

メモ 
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1.3 準備 

1.3.1 AC アダプタの接続 

 

ＡＣアダプタは必ず標準付属品または別売付属品を使用すること。 

ＡＣアダプタの故障により火災や感電の原因になる場合があります。 

 

ＡＣアダプタのプラグやコンセントのほこり・水分は取り除くこと。 

火災の原因となる場合があります。 

 

濡れた手で、プラグを抜いたり差し込んだりしないこと。 

感電の原因になる場合があります。 

 

AC アダプタを本器に接続する手順は以下のとおりです。 

１． 本器の電源が OFFになっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

２． AC アダプタの出力側コネクタを本器の DC 入力コネクタに差し込みます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

３．AC アダプタのプラグをコンセントに差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

強 制 

強 制 

禁 止 

FUNCTION SHIFT 

LAMP FIELD 
DIF. 

DC IN POWER 

← OFF 

FUNCTION SHIFT 

LAMP FIELD 
DIF. 

DC IN POWER 
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1.3.2 PC の接続 

 

PC と接続して使用する場合は、RS-232C ケーブルまたは USB ケーブルを使用して、本器

と PC とを接続します。RS-232C ケーブルは DOS/V パソコン対応インターリンクケーブル

シリアルクロスタイプを使用します。 

本器の RS-232C 信号ラインは、DOS/V パソコン等で使用されている 9 ピン D-SUB に準

じて配線されています。コンピュータと接続する時は、下図を参考に配線してください。 

・PC 接続用ケーブルは本体の付属品ではありません。ご使用にあたっては、別途ご購

入ください。 

・PC 側の接続については、お使いの PC のマニュアルも参照してください。 

 

 
お願い 

・本器の電源を ON したまま、各種コネクタを抜き差ししないでください。 

 

 

 

 

                           2                                 2           3  
                           3                                 3           2  
                           4                                 4          20 
                           5                                 5           7  
                           6                                 6           6  
                           7                                 7           4  
                           8                                 8           5  
                           9                                 9            

                                                                                                                         

 

 

 

 

本器の RS-232C の仕様は以下のとおりです。 

      ・通信方式        全二重 

・同期方式        調歩同期 

・通信速度       ４８００/９６００/１９２００/３８４００ ＢＰＳ(Bits Per second)  

・ビット構成  データ長 ７ビット／８ビット 

   パリティ 偶数(EVEN)／奇数(ODD)／なし(NONE) 

   ストップビット １ビット／２ビット 

・通信形式         ASCII 形式 

・デリミタ         通信データ列の最後に“ＣR＋ＬF“または“ＣR“を付けて送信します。 

            リモートコマンドの終端コードの選択☞「3.10 リモートコマンドの終端コード」 

ＴＸＤ 

ＲＴＳ 

ＤＴＲ 

ＳＧ 

ＤＳＲ 

ＣＴＳ 

ＲＸＤ ＲＸＤ(ＲＤ) 

ＤＳＲ(ＤＲ) 

ＣＴＳ(ＣＳ) 

ＳＧ(ＳＧ) 

ＤＴＲ(ＥＲ) 

ＲＴＳ(ＲＳ) 

ＴＸＤ(ＳＤ) 

ＤＯＳ／Ｖ 
SR-LEDW/SR-UL2/ 
SR-UL1R/SR-3AR 

 

D-sub9Pin 
オス 

D-sub9Pin 

オス 

D-sub25Pin 

メス 

D-sub9Pin 

メス 

D-sub9Pin 

メス 

D-sub9Pin 

メス 

メモ 

D-sub25Pin 

オス 
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1.3.3 測定物の視準 

 

太陽や電球のフィラメントなど明るいものを直接見ないこと。 

目を負傷する場合があります 

 

 
お願い 

・三脚取り付けネジおよび治具取り付け用ネジ穴を使用する場合は、指定さ

れたネジを使用してください。また、必要以上に強く締め付けないでくださ

い。内部が破損することがあります。 

 

１ 本器を三脚用取付けネジや工具用取付けネジを 

利用して固定します。 

                                               

 

 

 

２ 対物レンズのキャップを外しファインダシャッタ切り換え 

ツマミをOPEN 側にします。 

 

 

３ 接眼レンズをのぞき、接眼レンズの視度調整リングを回してレチクルマークに焦点を合わせ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 測定対象物に視準し、対物レンズの焦点調整リングを回して測定対象物に焦点を合わせます。 

 

５ 測定物の大きさと明るさに応じて測定角を切り換えます。 

測定角の切り換えは[FIELD]スイッチを使用します。 

押すごとに以下のように切り換わります。 

2°→1°→0.2°→0.1° 

 

 

現在の測定角は液晶表示器に表示されます。 

液晶表示器の表示☞「1.2 各部の名称と機能」 

視度調整リング 

禁 止 
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1.3.4 電源の入れ方/落とし方 

 

電源を ON するときは、電源スイッチを右側に倒します。 

 

 

 

 

 

 

 

電源を ON すると、液晶表示器に初期画面が表示され、メンテナンス推奨表示画面の表示後、

最後に測定したデータが表示されます。 

メンテナンス推奨表示画面の表示☞「1.4 メンテナンス推奨表示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・SR-3AR では初期画面は”Start SR-3AR”と、SR-UL2 では初期画面は“Start 

SR-UL2”と表示されます。 

 

 

 

 

 

メンテナンス推奨表示画面 

 

＊＊ Ｓｔａｒｔ ＳＲ－ＵＬ１Ｒ＊＊ 

 

＃１０  ＡＵＴＯ   ＡＢＳ  ２．０ 

ｘ ＝  ０．４４７６                2．０ 

ｙ ＝  ０．４０７４ 

Ｌｖ＝ ８．９４０Ｅ＋０１ ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

Maintenance  Last  Time 

n  months  passed． 

＊＊＊    Please  Wait    ＊＊＊ 

      System Check Running. 

システムチェック中画面 

ON→ 

FUNCTION SHIFT 

LAMP FIELD 
DIF. 

DC IN POWER 

メモ 
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電源を OFFするときは、電源スイッチを左側に倒します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3.5 ファインダシャッタの開閉 

 

測定対象物の明るさが極端に暗い場合やファインダ側に発光物がある場合は、ファインダから

の迷光を防ぐためにファインダシャッタを CLOSE にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FINDER SHUTTER 

OPEN 

CLOSE 

OPEN 状態となりファインダ
から観察可能となります。 

CLOSE 状態となりファインダ
からの光が遮光されます。 

← OFF 

FUNCTION SHIFT 

LAMP FIELD 
DIF. 

DC IN POWER 
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1.4 メンテナンス推奨表示 
 

本器については、測定精度を維持するため、校正を年１回程度行っていただくことをお勧めし

ています。本器では電源 ON する時に、お買い上げ後または校正実施後からの経過月数が表

示されます(下図 A)。また、1 年経過すると下図 B のメッセージが表示されますので、校正を

行う目安にしてください。 
 

図 A 

 

 

 

                                   ※ｎは経過月数(0～11) 

 

図 B 

 

 

 

 

  

 

図 Bの表示と同時に 5 秒間ビープ音が鳴り、自動的に次の画面へ進みます。 

本表示を非表示にする場合は、メンテナンス推奨表示の設定をOFF にしてください。 

メンテナンス推奨表示の設定☞「3.19 メンテナンス推奨表示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Maintenance  Last  Time 

      n months passed． 

Attention！！ 

A  maintenance  is 

          required． 

Wait a moment． 
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2. 測定の操作 
2.1 1 回測定（Single） 
 

1 回測定を行う手順は以下のとおりです。 

 

 
お願い 

・測定データは、画面に表示されているデータ番号の次の番号に記憶されま

す。登録済みのデータがあった場合は上書きされます。 
 

・測定データは 50 件まで記憶できます。 

 

１ [ MEAS./HOLD ]スイッチを押して測定を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 液晶表示器に積分時間が表示され、測定状態になります。 

積分時間☞「3.3 測定モード」 

 

 

       ＊ Ｍｅａｓｕｒｉｎｇ ＊ 

     ＩｎｔｅｇＴｉｍｅ＝    １００ 

 

 

       

＊ Ｍｅａｓｕｒｉｎｇ ＊ 

      ＩｎｔｅｇＴｉｍｅ＝    １００    SYNC を選択した時には垂直同期信号の 

      １ｃｙｃｌｅ［ｍｓ］ ＝     ２０     １周期の時間も表示します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DIF. 

ABS. 

UP 

LAMP 

DOWN 

MEAS. 

HOLD 

FIELD 

FUNCTION 

ENTER CHANGE ROTATION 

SHIFT 

メモ 
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３ 測定が終了すると測定結果が表示されます。表示は測定モードにより異なります。 

測定モード☞「3.3 測定モード」 

    

     ＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０   AUTO 選択時 

     ｘ ＝  ０．４４７６     １．０ 

     ｙ ＝  ０．４０７４ 

     Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

                            

     ＃１０  ＦＲＥＱ  ＡＢＳ  ２．０   FREQ選択時 

     ｘ ＝  ０．４４７６     １．０ 

     ｙ ＝  ０．４０７４ 

     Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

 

     ＃１０  ＭＡＮＵ  ＡＢＳ  ２．０   MANU選択時 

     ｘ ＝  ０．４４７６     １．０ 

     ｙ ＝  ０．４０７４ 

     Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

     ＃１０  ＳＹＮＣ  ＡＢＳ  ２．０   SYNC選択時 

     ｘ ＝  ０．４４７６     １．０ 

     ｙ ＝  ０．４０７４ 

     Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

＃１０  ＦＩＸ  Ｉ  ＡＢＳ ２．０   FIX INTEG選択時 

     ｘ ＝  ０．４４７６     １．０  （SR-LEDW仕様のみ） 

     ｙ ＝  ０．４０７４ 

     Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

＃１０  ＦＩＸ Ｆ  ＡＢＳ ２．０   FIX FREQ選択時 

     ｘ ＝  ０．４４７６     １．０    

     ｙ ＝  ０．４０７４ 

     Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

測定終了ごとに＃＊＊のデータ番号が増加します。 
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2.2 連続測定(Auto Run) 
 

連続測定を行う手順は以下のとおりです。 

 

 
お願い 

・測定データは、画面に表示されているデータ番号に記憶されます。登録済

みのデータがあった場合は上書きされます。 
 

 

1 測定方法を連続測定に切り換えます。 

測定方法の設定☞「3.5 測定方法」 

2 [MEAS./HOLD]スイッチを押します。 

 

・連続測定の場合は、1回測定の場合と異なり、積分時間は表示されません。 

・測定終了ごとに＃＊＊のデータ番号が増加します。 
 

測定中は、データ番号部分には“Run”と表示されます。 

 

 

 

 

 

 

3 測定を終了させるときは[MEAS./HOLD]スイッチを押します。 

パネルスイッチの“HOLD”が点灯し、測定結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒｕｎ ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０ 
ｘ ＝ ０．４４７６ ［ｆ１］１．０ 
ｙ ＝ ０．４０７４ 
Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１ ｃｄ／ｍ＾２ 

＃３８  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０ 
ｘ ＝  ０．４４７６ ［ｆ１］１．０ 
ｙ ＝  ０．４０７４ 
Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１ ｃｄ／ｍ＾２ 

メモ 
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2.3 差の測定 
 

本器では、基準となるデータとの差を測定することができます。 

差の測定手順は以下のとおりです。 

 

  差の測定切り換え 

      ↓ 

  基準値入力または選択  本器では 20 個まで基準値を保存できます。 

      ↓ 

      測定 

 

１ 絶対値測定から差の測定に切り換えます。      

  ［ABS/DIF］スイッチを押します。 

   

  パネルスイッチの表示が DIFに切り換わり、 

  下記のように画面が変わり基準値入力および 

  選択画面になります。 

基準値番号 

 

   Ｍ２０＊Ｓｔｄ Ｓａｍｐｌｅ＊  ２．０ 

       ＊＊ Ｎｏ Ｄａｔａ ＊＊ 

     

 

  （基準データが 1 個も登録されていない場合） 

 

２ [MEAS./HOLD]スイッチを押し,基準値の測定を行います。測定終了後、測定結果を表示

し基準値として登録します。 

   

   Ｍ０１＊Ｓｔｄ Ｓａｍｐｌｅ＊  ２．０ 

   ｘ ＝  ０．４４７６      ２．０ 

   ｙ ＝  ０．４０７４ 

   Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

  

  基準値は測定する毎に基準値番号が増加し、登録されます。 

  Ｍ０1→M０2→M０3…M20 番号が 20までいくと０１に戻ります。 

 

 

 
お願い 

・基準値は、現在表示している次の番号へ登録されます。登録済みのデ

ータがあった場合は上書きされます。 
 

  

DIF. 

ABS. 

UP 

LAMP 

DOWN 

MEAS. 

HOLD 

FIELD 

FUNCTION 

ENTER CHANGE ROTATION 

SHIFT 
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 ３ すでに基準値を登録している場合は［UP］［DOWN］スイッチで基準値にしたい番号 

  を選択します。 

 

４ ［FIELD］スイッチを押して基準値を決定します。 

   通常の画面に戻ります。 

 

 

 

 

５ 色差の測定を行います。 

絶対値測定と同様に測定を行います。測定モードの切り換えや連続測定も行うことができま

す。 

測定モードの切り換え☞「3.3 測定モード」 

連続測定☞「2.2 連続測定」 

   測定終了後、差が表示されます。 

   ＃１０  ＡＵＴＯ  ＤＩＦ   ２．０ 

   ｘ ＝  ０．０００１                ２．０ 

   ｙ ＝ －０．０００３ 

   Ｌｖ＝１．２４０Ｅ－０３  ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

 
お願い 

・ 基準値番号の変更または基準値データの入力を行うときは[ABS/DIF]スイ

ッチを押して一度 ABS(絶対値)に戻し、再度[ABS/DIF]スイッチを押して

DIF(差)に切り換え、手順 1 からの作業を行ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DIF. 

ABS. 

UP 

LAMP 

DOWN 

MEAS. 

HOLD 

FIELD 

FUNCTION 

ENTER CHANGE ROTATION 

SHIFT 
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2.4 測定データの表示 
 

測定データは番号が付けられ、内部のメモリに最大 50 件まで記憶されます。 

記憶されたデータは、パネルスイッチの[UP][DOWN]スイッチによって見ることができます。 

[UP]スイッチを押すと 1 つ後のデータ番号のデータが表示され、[DOWN]スイッチを押すと

1 つ前のデータ番号のデータが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

・測定データは一括消去することもできます。 

☞「3.20 測定データ/DIF用基準データの一括消去」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お願い 

・データが表示された状態で[MEAS./HOLD]スイッチを押して測定を行う

と、測定したデータは、表示されているデータの次の番号に記憶されます。

登録済みのデータがあった場合は上書きされます。 
 

メモ 
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2.5 本器での測定について 
 

ここでは、測定例を紹介します。本器のご使用にあたっての参考にしてください。 

2.5.1 指向性のある光源を測定する 

 

LED など指向性のある光源やムラのある光源を測定する場合は、図のように白色板を使用して

測定してください。直接観察すると再現性のよいデータが得られない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5.2 微小面を測定する 

 

本器の測定径よりも微小なサンプルを測定する場合は、オプションのアタッチメントレンズを

使用します。アタッチメントレンズには AL-6 とAL-11と AL-12 の 3タイプがあります。 

SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R/SR-3AR の測定径☞「6.付録 仕様・性能」 

 

アタッチメントレンズは、本器の対物レンズ先端のネジで接続します。 

また、アタッチメントレンズ使用時には、本器に補正係数の設定が必要です。 

補正係数の設定☞「3.11 補正係数の使用」「3.12 補正係数の表示・変更」 

 

各測定角の測定径は次表のとおりです。 

測定径 

(mm) 

測定角 
AL-6 

(測定距離 51.72-

68.53mm) 

AL-11 
(測定距離 19.56-

24.80mm) 

AL-12 
(測定距離 165-

197mm) 

2° 2.00 - 2.88 1.18 - 1.53 3.23 - 4.00 

1° 1.00 - 1.44 0.59 - 0.76 1.62 - 2.00 

0.2° 0.20 - 0.29 0.15 - 0.19 0.32 - 0.40 

0.1° 0.10 - 0.14 0.06 - 0.08 0.16 - 0.20 

※ 測定距離の定義はアタッチメントレンズ金物先端からの距離で示されています。 

 

    

 

 

輝度＝測定値 Lv×輝度率 

光源 白色板 

SR-LEDW/SR-UL2/ 
SR-UL1R/SR-3AR 
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2.5.3 システムに組み込んで使用する 

   

本器は、システムに組み込んで使用することができます。システムに組み込んで使用する場合

は、以下をご参照ください。 

通信仕様☞「4. PC との通信」 

付録資料☞「6. 付録 外観寸法図」 

2.5.4 周波数点灯している光源を安定して測定する 

 

周波数点灯している光源を測定する場合は、以下の要領で測定してください。 

■ FREQ、FIX FREQ(周波数)モードで測定する場合 

点灯周波数が分かっている光源は、測定モードを FREQ または FIX FREQ（周波数）モ

ードにし、周波数を入力して測定します。 

☞「3.3 測定モード」 

FREQ、FIX FREQ モードでは、積分時間を 1 周期の整数倍に自動設定することにより

誤差を低減して測定することができます。 

 

■ AUTO モードで測定する場合 

デューティ比が大きく、かつ、光量レベルが高い光源や点灯周期中にダミー（黒）が入

る光源をAUTOモードで測定した場合、設定された積分時間内に充分な点滅回数が得ら

れず、測定値に大きなバラツキが発生することがあります。(下記例参照) バラツキを低

減するには積分時間を長くすることが有効です。積分時間ディレイ機能を使用すること

で、積分時間が長くなり、安定した測定を行うことができます。 

☞「3.4 積分時間ディレイ機能」 

測定モードを AUTO モードにし、積分時間ディレイ機能を ON にして、ディレイ時間を

設定します。 

ディレイ時間は約 100周期以上をお勧めします。 

 

例： 1 周期の 10 %誤差が出る場合(下図参照) 

・10 周期分の積分時間で測定( t:1 周期時間) 

  誤差＝0.1 t/10 t＝1 % 

・100 周期分の積分時間で測定 

  誤差＝0.1 t/100 t＝0.1 % 

このように、より長い積分時間を設定することによって誤差が軽減されます。 

 

 

 

 

 

ｔ (１ 周期) 

積分時間(t の n 倍） 

積分時間(t の n 倍） 
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2.5.5 複数の計測器間の誤差を低減して測定する 

 

   計測器間の誤差を低減するためには分光補正機能をご使用ください。本器は、RS232C ケー

ブルのみで基準器（SR-3、SR-３A(L1)、SR-UL1、SR-3AR、SR-UL1R、SR-UL2、

SR-LEDW）との計測器間で分光補正を行い、誤差を低減して測定することができます。 

  計測器間で分光補正を行うには、ダイレクト補正機能を使用します。 

 

■ダイレクト補正機能 

計測器間補正では、RS-232C ケーブルを用いて 2 台の計測器を直接接続して行います。この

機能をダイレクト補正機能と呼びます。ダイレクト補正機能を使用する際、RS-232C ケーブ

ル（DOS/V パソコン対応インターリンクケーブルシリアルクロスタイプ）、基準光源サンプル

が必要です。 

 
 

 
お願い 

・基準光源サンプルは、標準光源 A 光、ハロゲンランプ、白熱電球等の 380 

nm～780 nm までの全ての波長域で出力がある光源を使用してくださ

い。 

・ダイレクト補正機能を使用するには、2 台の計測器の RS-232C パラメー

タを同じにする必要があります。 
 

 

ダイレクト補正機能を使用して計測器間補正を行う場合、まず基準となる計測器（以下 基準

器）で光源の分光放射輝度を測定し、その測定した分光放射輝度データを補正対象の計測器

（以下 補正対象器）に書込みます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

次に基準器が設置されていた場所に、補正対象器を設置して、同じ光源の分光放射輝度を測定

します。 

 

 

 

 

 

 

SR-UL1R 

光源 

SR-UL1R 

 

RS-232C 

 

基準となる計測器 

測定データ 

SR-UL1R 

 

光源 
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このようにして測定された、基準器の分光放射輝度データと、補正対象器の分光放射輝度デー

タを基に、本器の分光補正係数を算出します。 

ダイレクト補正機能を使用した計測器間分光補正のための測定を行う手順は以下のとおりです。 

1 基準器(例として基準器に SR-UL1R を用いる)に、お客様ご指定の計測条件、デー

タ出力方式、通信方式（以下の表を参照）をあらかじめ設定しておきます。また、補

正対象器にもお客様ご指定の計測条件を設定し、RS-232C パラメータ設定、リモ

ートコマンドの終端コードを基準器と同じにします。 

☞「3 各種設定操作」 

☞「3.8 RS-232C パラメータ」 

☞「3.9 データ通信方式」 

☞「3.10 リモートコマンドの終端コード」 

 

基準器 通信方式 データ出力方式 RS-232C ケーブル 

SR-３  

RS-232C 

R 

 

CS-900 Type 

 

 

インタ-リンク 

R 

SR-３A(L1) 

SR-３AR 

SR-UL1R 

SR-UL２ 

SR-LEDW 
 

2  補正対象器の電源を ON します。 

3  基準器の電源を ON します。基準器で測定対象物に視準し、対物レンズの焦点調整

リングを回して測定対象物に焦点を合わせます。 

４   補正対象器と RS-232C ケーブル（DOS/V パソコン対応インターリンクケーブル

シリアルクロスタイプ）で接続します。 

 

 
お願い 

・RS-232C ケーブルの接続は必ず基準器、補正対象器の電源 ON した後に

行ってください。 

 
5 補正対象器でファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから

[FACTOR]-[Direct-Conn Factor]の画面を表示させます。 

ファクションモードへの移行☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 

 

６ [CHANGE]スイッチを押すと、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

＊Ｄｉｒｅｃｔ－Ｃｏｎｎ Ｆａｃｔｏｒ＊ 

    

ＣＨＡＮＧＥ：Ｓｅｔｔｉｎｇ 

＊Ｄｉｒｅｃｔ－Ｃｏｎｎ Ｆａｃｔｏｒ＊ 

 Ｍｅａｓｕｒｅ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 

ＥＮＴＥＲ ： Ｓｔａｒｔ 

ＦＩＥＬＤ ： Ｃａｎｃｅｌ 
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      [ENTER] ： 基準器を自動判別して光源を測定し、その分光放射輝度の測定デー

タを、補正対象器に書込みます。 

     [FIELD]    :   ダイレクト補正を中止します。 

 

７ [ENTER]スイッチを押します。 
                      基準器との接続に失敗しました。RS-232C         

ケーブルを抜いて手順２からやり直してくだ 
基準器を検索します。        さい。                  

 

 

 

 
 

     接続に成功しました。       

 
 

            

 

 

 

 

 

 

 

ｌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラーにより測定が止まった場合、手順６の画面

に戻ります。エラー対策後やり直してください。 

☞「5．エラー表示」 

・最大測定待ち時間は  

SR-3、SR-3A(L1)、SR-3AR：40  秒、 

SR-UL1、SR-UL1R 、SR-UL2、 

SR-LEDW  : 250  秒です。 

     

 

 

 

＊Ｓｅａｒｃｈｉｎｇ＊ 

ＲｅｍｏｔｅＭｏｄｅ ＝  

 

＊Ｓｅａｒｃｈｉｎｇ＊ 

ＲｅｍｏｔｅＭｏｄｅ＝ ｆａｉｌｕｒｅ 

 

＊Ｓｅａｒｃｈｉｎｇ＊ 

ＲｅｍｏｔｅＭｏｄｅ ＝ ｓｕｃｃｅｓｓ 

 

＊Ｓｅａｒｃｈｉｎｇ＊ 

ＤＥＶＩＣＥ ＝ ＳＲ-ＵＬ１Ｒ 

 

＊Ｓｅａｒｃｈｉｎｇ＊ 

ＳＲ－UL1R  ＝ ｓｕｃｃｅｓｓ 

基準器を判別しています。 

基準器(SR-UL1R)との接続を確認 

 

＊Mｅａｓｕｒｉｎｇ＊ 

Ｉｎｔｅｒｖａｌ(ｓｅｃ)＝250 

 

基準器の分光放射輝度の測定を開始しました。４ 回

測定し、停止します。 

“Interval(sec)=250”：最大測定待ち時間 250 秒 

メモ 

＊Ｄｉｒｅｃｔ－Ｃｏｎｎ Ｆａｃｔｏｒ＊ 

 Ｍｅａｓｕｒｅ Ｆａｃｔｏｒ 

ＥＮＴＥＲ ： Ｓｔａｒｔ 

ＦＩＥＬＤ ： Ｃａｎｃｅｌ 
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・７まで終了した時点で RS-232C ケーブルは不要になります。 

 

８  補正対象器で測定対象物に視準し、対物レンズの焦点調整リングを回して測定対象

物に焦点を合わせます。 

 

９ 以下の画面で[ENTER]スイッチを押します。 

 

 

 

 

 

[ENTER] ： 補正対象器で光源を測定し、その分光放射輝度の測定データを補正対象

器に書込みます。 

  [FIELD]    :   ダイレクト補正を中止します。 

 

 

 

                                

 

 

エラーにより測定が止まった場合、手順８の画面

に戻ります。エラー対策後やり直してください。 

                                           ☞「5．エラー表示」 

 

１０  以下の画面で[ENTER]スイッチを押し、分光補正係数を保存します。 

 

 

 

 

 

[ENTER] ： 分光補正係数を補正対象器に保存します。 

  [FIELD]    :   ダイレクト補正を中止します。 

 

１１ 以下の画面が表示されたら, [SHIFT]スイッチを押し、補正係数を有効にする。 

 

 

 

 

 

[SHIFT]    ： 補正対象器で補正係数(1 nm)を有効にします。 

  [CHANGE]   :   補正対象器で補正係数(1 nm)を有効にしない。 

        

 

＊Mｅａｓｕｒｉｎｇ＊ 

ＩｎｔｅｇＴｉｍｅ＝   100 

 

分光放射輝度の測定を開始しました。４回測定し、

停止します。 

エ

ラ

ー

に

よ

り

測

定

が

止

ま

っ

た

場

合

、

６

の

画

面

に

戻

り

ま

す

。

エ

ラ

ー

対

策

後

＊Ｄｉｒｅｃｔ－Ｃｏｎｎ Ｆａｃｔｏｒ＊ 

 Ｍｅａｓｕｒｅ Ｆａｃｔｏｒ 

ＥＮＴＥＲ ： Ｓｔａｒｔ 

ＦＩＥＬＤ ： Ｃａｎｃｅｌ 

 

メモ 

＊Ｄｉｒｅｃｔ－Ｃｏｎｎ Ｆａｃｔｏｒ＊ 

 Ｗｒｉｔｅ   Ｆａｃｔｏｒ 

ＥＮＴＥＲ ： Ｓｔａｒｔ 

ＦＩＥＬＤ ： Ｃａｎｃｅｌ 

 

＊Ｄｉｒｅｃｔ－Ｃｏｎｎ Ｆａｃｔｏｒ＊ 

 Ｗｒｉｔｅ   Ｆａｃｔｏｒ 

ＥＮＴＥＲ ： Ｓｔａｒｔ 

ＦＩＥＬＤ ： Ｃａｎｃｅｌ 

 

Ｆａｃｔｏｒ(1ｎｍ) Ｓｅｔ ＯＮ 

  

ＳＨＩＦＴ ： ＯＫ  

ＣＨＡＮＧＥ： ＮO   
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・“NO”を選択後、この補正係数を有効にしたい場合は☞3.11 補正係数の使用

にて“Factor(1 nm)”補正係数使用を“ON”にしてください。 

 

 
お願い 

・ ダイレクト補正機能を使用した計測器間分光補正は、補正係数を演算する

ための基準器、補正対象器の測定した分光放射輝度データは保存されませ

ん。 

・ 計測器に保存された補正係数は付属の CS-900A を使用して PC へ書出

し、読出しができます。 

  CS-900A 取扱説明書☞『5.1.2 補正係数の送受信』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ 
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3. 各種設定の操作 
3.1 ファンクションモード 

3.1.1 設定項目 

 

本器では、ファンクションモードから以下の設定を行うことができます。 

・表色系の選択 ☞「3.2 表色系」 

・測定モードの選択 ☞「3.3 測定モード」 

・周波数の設定(FREQ モード時) ☞「3.3.1 FREQ（周波数）モード」 

・積分時間の設定(MANU モード時) ☞「3.3.2 MANU（マニュアル）モード」 

・FIX INTEGモードの設定(FIX モード時) ☞「3.3.3 FIX INTEGモード」 

・FIX FREQ モードの設定 ☞「3.3.4 FIX FREQモード」 

・積分時間ディレイ機能の使用の有無 ☞「3.4 積分時間ディレイ機能」 

・ディレイ時間の設定 ☞「3.4.1 ディレイ時間設定」 

・測定方法の選択 ☞「3.5 測定方法」 

・測定スピードの選択 ☞「3.6 測定スピード」 

・High Speed キャリブレーション ☞「3.6.1 High Speed 

キャリブレーション」 

・PC 接続方法の選択 ☞「3.7 PC 接続方法」 

・RS-232C のパラメータ設定 ☞「3.8 RS-232C パラメータ」 

・データ通信方式の選択 ☞「3.9 データ通信方式」 

・リモートコマンドの終端コードの選択 ☞「3.10 リモートコマンドの 

終端コード」 

・補正係数の使用の有無 ☞「3.11 補正係数の使用」 

・補正係数の表示・変更 ☞「3.12 補正係数の表示・変更」 

・CIE 等色関数の選択（視野） ☞「3.13 CIE 等色関数（視野）」 

・CIE 等色関数の選択（種別） ☞「3.14 CIE 等色関数（種別）」 

・平均化測定の選択 ☞「3.15 平均化測定」 

・平均回数の設定 ☞「3.15.1 平均回数」 

・ＭＡＮＵモード測定時のオーバー                               ☞「3.16 MANU 時オーバーレンジの検 

レンジ検出設定 の選択」 

・ビープ音鳴動の有無 ☞「3.17 ビープ音」 

・輝度表示書式(小数表示/指数表示)設定    ☞「3.18 輝度表示書式」 

・輝度表示桁数の設定           ☞「3.18.1 輝度表示桁数」 

・メンテナンス推奨表示の設定       ☞「3.19 メンテナンス推奨表示」 

・オートパネルライト使用の有無       ☞「3.20 オートパネルライト設定」 

・測定データ/DIF用基準データの一括消去 ☞「3.21 測定データ/DIF用基準データ 

の一括消去」 

・LowBattery 時の動作設定 ☞「3.22 LowBattery 動作」 

出

る 
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3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰 

 

■ファンクションメニュー 

各種設定は、ファンクションモードで行います。 

ファンクションモードへの移行、設定項目は以下のとおりです。 

 本器が待機状態であることを確認し、 

パネルスイッチの[FＵNCTION] スイッチを 

約 2 秒押し続けて下さい。ビープ音が鳴りまし 

たらスイッチを離します。     

ファンクションモードに移行します。 

・ビープ音がなる前にスイッチを離すと、ファンクションモードには移行しません。必

ずビープ音が鳴るまで押し続けてください。 

 

ファンクションモードメニュー画面 

 

 

 

 

パネルスイッチの[ROTATION]スイッチまたは[CHANGE]スイッチを押すと、“＊”が移

動します。設定したい項目に“＊”を合わせ、 [ENTER] スイッチを押し、決定します。

各ファンクションメニュー内の設定項目を表示します。 

ファンクションメニューの設定項目は以下のとおりです。 

 

(1)  MEASURE：測定に関するメニューです。 

 

① Measure Type     ：  測定モードを設定します。 

☞「3.3 測定モード」 

② Frequency Input       :    FREQ 測定モード時の周波数を設定します。(1)

の①にて”FREQ”を選択した場合に表示します。 

☞「3.3.1 FREQ（周波数）モード」 

③ Integ Time Input       :    MANU モード時の積分時間を設定します。(1)の

①にて”MANU”を選択した場合に表示します。 

 ☞「3.3.2 MANU（マニュアル）モード」 

④ Integ Delay ON/OFF  ：  積分時間ディレイ機能の有効／無効を設定します。 

☞「3.4 積分時間ディレイ機能」 

⑤ Integ Delay Time      :  ディレイ時間を設定します。(1)の④にて”ON”

を選択した場合に表示します。 

☞「3.4.1 ディレイ時間設定」 

DIF. 

ABS. 

UP 

LAMP 

DOWN 

MEAS. 

HOLD 

FIELD 

FUNCTION 

ENTER CHANGE ROTATION 

SHIFT 

＊ＭＥＡＳＵＲＥ    MAINTAIN 

 ＦＡＣＴＯＲ 

 ＣＯＭＭ． 

ＤＩＳＰＬＡＹ 

メモ 
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⑥ Single or Auto Run   ：  測定方法を設定します。 

☞「3.5 測定方法」 

⑦ AverageMeas ON/OFF  :  平均化測定機能の使用の有無を設定します。 

☞「3.14 平均化測定」 

⑧  Average time           :  平均回数を設定します。(1)の⑦にて”Average 

Meas”を選択した場合に表示します。 

 ☞「3.14.1 平均回数」 

⑨ Measurement Speed  :    測定スピードを設定します。 

☞「3.6 測定スピード」 

⑩ High Speed Cal．       :    High Speed モードにて測定する前にキャリブ

レーションを行います。 

☞「3.6.1 High Speed キャリブレーション」 

⑪ FIX FREQ Setting．     :    FIX FREQ 測定モード時の周波数、内蔵フィル

タ位置を設定します。 

☞「3.3.4 FIX FREQモード」 

 

(2) FACTOR： 補正係数に関するメニューです。 

 

① Factor ON/OFF         :  補正係数の使用の有効／無効を設定します。 

☞「3.11 補正係数の使用」 

② X Y Z factor          :  X Y Z の補正係数を設定します。(2)の①にて

Factor (XYZ)を“ON”に設定した場合に表示

します。 

☞「3.12 補正係数の表示・変更」 

 ③  CIE Type Select         :  CIE 等色関数（視野）の選択をします。 

☞「3.13 CIE 等色関数（視野）」 

 ④  Color Match Type       :  CIE 等色関数（種別）の選択をします。 

☞「3.14 CIE 等色関数（種別）」 

⑤  Direct-Conn Factor               :  ダイレクト補正機能による計測器間誤差の低減を

行うことができます。 

☞「2.5.5 複数の計測器間の誤差を低減して測定する」 

 

(3) COMM. : 通信に関するメニューです。 

 

① Communication-Type   :  データの通信方式(USB/RS-232C)を設定しま

す。 

☞「3.7 PC 接続方法」 

② RS-232C Parameters   :   RS-232C のパラメータを設定します。(3)の①

にて”RS-232C”を選択した場合に表示しま

す。 

☞「3.8 RS-232C パラメータ」 

③ CS900 ON/OFF     :  データの通信方式を設定します。(3)の①にて

RS-232C”を選択した場合に表示します。 

☞「3.9 データ通信方式」 
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④ Delimiter                :  PC と通信を行う場合のコマンドの終端コ-ドを

設定します。 

☞「3.10 リモートコマンドの終端コード」 

 

(4) DISPLAY： 液晶表示器の表示に関するメニューです。 

 

① Display Mode      :    測定データの表色系を設定します。 

☞「3.2 表色系」 

② Auto Panel Light       :   オートパネルライト使用の有効／無効を設定しま

す。 

☞「3.19 オートパネルライト設定」 

 

③  Beep ON/OFF         :    ビープ音鳴動の有無を設定します。 

☞「3.16 ビープ音」 

④ Luminance Format    :  測定結果の輝度表示(小数表示/指数表示)を設定し

ます。 

☞「3.17 輝度表示書式」 

⑤  Luminance Decimal  :   輝度表示桁数を設定します。 (4)の④にて”

Decimal”を選択した場合に表示します。 

☞「3.17.1 輝度表示桁数」 

 

(5) MAINTAIN： メンテナンス関するメニューです。 

 

① Maintenance Display   :  メンテナンス推奨表示の有無を設定します。       

☞「3.18 メンテナンス推奨表示」 

②  Memory All Clear      :  測定データ/DIF 用基準データの一括消去  

☞「3.20 測定データ/DIF 用基準データ 

の一括消去」 

③ LowBattery Condition : ローバッテリー発生時の動作を設定します。 

☞「3.22 LowBattery 動作」 

 

・ [ENTER] スイッチを押すたびに、表示される設定項目が変わりますので、設定 

   する項目が表示されるまで[ENTER] スイッチを押します。 

・ ファンクションモードでは、スイッチの機能が、スイッチの下に表示されている

名称に変わります。以降、ファンクションモードの説明ではスイッチの下の名称

で説明します。 

 

メモ 
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■ ファンクションモード解除方法 

設定を終了させ、[FＵNCTION] スイッチを押すとファンクションモードメニュー初期画

面に戻ります。この表示の時にもう一度[FＵNCTION] スイッチを押すとファンクション

モードが終了し、液晶表示が測定結果表示画面になります。ここでは測定モードの設定を

例に説明します。 

☞「3.3 測定モード」 

例 測定モードの設定 

(1) 測定モードを”AUTO”に変更し、設定が終了 

       *   Ｍｅａｓｕｒｅ Ｔｙｐｅ    * 

 

＊ＡＵＴＯ                                                           

 

 

(2) [FＵNCTION] スイッチを押すと、下図のようなファンクションモードメニュー画面

に戻ります。 

 

 ファンクションモードメニュー画面 

 

 

 

 

 

(3)  もう一度[FＵNCTION] スイッチを押すとファンクションモードが終了し、下図のよう

に測定結果表示画面になります。 

 

    ＃１０   ＡＵＴＯ    ＡＢＳ  ２．０    

    ｘ ＝  ０．４４７６        １．０ 

    ｙ ＝  ０．４０７４ 

    Ｌｖ＝ ８．９４０Ｅ＋０１   ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

 

＊MEASURE      MAINTAIN 

FACTOR 

 COMM． 

DISPLAY 

DIF. 

ABS. 

UP 

LAMP 

DOWN 

MEAS. 

HOLD 

FIELD 

FUNCTION 

ENTER CHANGE ROTATION 

SHIFT 

DIF. 

ABS. 

UP 

LAMP 

DOWN 

MEAS. 

HOLD 

FIELD 

FUNCTION 

ENTER CHANGE ROTATION 

SHIFT 
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3.1.3 数値の設定 

 

ファンクションモードでは［数値入力]の項目で数値を入力する必要があります。数値入力の

手順は全ての項目で同じです。 

ここでは積分時間の設定(MANU モード時)を例に説明します。 

 

 １ ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから[MEASURE]を選択し、

［ENTER］スイッチ押します。下図の画面が表示されます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

＊   Ｍｅａｓｕｒｅ Ｔｙｐｅ   ＊ 

 

＊ＡＵＴＯ                                                           

 

 

 

２ ［CHANGE］を押します。カーソルが点灯し入力待ち状態になります。 

 

＊   Ｍｅａｓｕｒｅ Ｔｙｐｅ   ＊ 

 

＊ＡＵＴＯ                                                           

 

 

３ ［ROTATION］スイッチを押して測定モードを”MANU”にし、［ENTER］スイッチを

押して変更します。１回押すたびに以下のようにモードが変わります。 

 ☞「3.3 測定モード」 

AUTO→FREQ→MANU→SYNC→FIX INTEG→FIX FREQ 

  

  

 

 

  

 ４  再度[ENTER]スイッチを押すと以下のように表示されます。 

 

＊ Ｉｎｔｅｇ Ｔｉｍｅ Ｉｎｐｕｔ ＊ 

 

      Ｉｎｔｅｇ[ｍｓ] ＝ １０００ 
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５ ［CHANGE］スイッチを押します。 

    カーソルが点灯し入力待ち状態になります。 

 

＊ Ｉｎｔｅｇ Ｔｉｍｅ Ｉｎｐｕｔ ＊ 

   

   Ｉｎｔｅｇ[ｍｓ]＝  

 

 

 

  ６ ［ROTATION］スイッチを押すたびに数値が表示されますので、設定したい数値が表示

されるまでスイッチを押します。 

 

＊ Ｉｎｔｅｇ Ｔｉｍｅ Ｉｎｐｕｔ ＊ 

 

      Ｉｎｔｅｇ[ｍｓ]＝ １ 

 

 

 

 

  ７ ［SHIFT］スイッチを押して次の桁へ移動します。 

 

＊ Ｉｎｔｅｇ Ｔｉｍｅ Ｉｎｐｕｔ ＊ 

 

      Ｉｎｔｅｇ[ｍｓ]＝ １ 

 

 

 

  ８ 以降６、７を繰り返し設定したい数値を入力します。 

 

  ９ 入力が終わったら［ENTER］スイッチを押して数値を決定します。 

   

・範囲外の数値を入力した場合、5に戻ります。入力をやり直してください。 

・途中入力ミスした時は９まで行い再度５からやり直して下さい。 
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3.2 表色系 
 

測定データの表色系を設定します。 

本器では５種類の表色系から選択できます。各表色系は、以下のように表示されます。 

 

・色度 xy  輝度 Lv 

＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０ 

ｘ ＝  ０．４４７６     ２．０ 

ｙ ＝  ０．４０７４ 

Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

 

・色度 u ’v’ 輝度 Lv                   ・放射輝度 Le 輝度 Lv 

＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０      ＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０ 

ｕ’ ＝  ０．２５６０      ２．０                                               ２．０ 

ｖ’ ＝  ０．５２４３              Ｌｅ＝５．７８９Ｅ＋００ Ｗ／ｓｒｍ^ ２ 

Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２     Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

 

・三刺激値 XYZ                  ・色温度 Tc 偏差 duv 輝度 Lv 

＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０      ＃１０  ＡＵＴＯ  ＡＢＳ  ２．０ 

Ｘ＝１．０９９Ｅ＋０２     ２．０      Ｔｃ ＝   ２８５６Ｋ    ２．０ 

Ｙ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２      ｄｕｖ＝ ０．００００ 

Ｚ＝３．５５９Ｅ＋０２              Ｌｖ＝８．９４０Ｅ＋０１  ｃｄ／ｍ^ ２ 

 

 

表色系の設定手順は以下のとおりです。 

1 ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから[DISPLAY]-[Display 

Mode]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 

 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

３ [ROTATION]スイッチを押して表色系を選択します。 

押すたびに、以下のように表示が切り換わります。 

 xy/Lv → u'v'/Lv → XYZ → Tc/duv/Lv → Le/Lv 

 

 

４ 選択が終わったら[ENTER]スイッチを押します。 

＊＊＊ DISPLAY MODE ＊＊＊ 
 
    ＊ｘｙ／Ｌ 
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3.3 測定モード 
 

測定モードを設定します。 

本器には測定する光源によって選択する４つの測定モードがありモードにより積分時間の算出

方法が異なります。 

・積分時間とはセンサに光をあてる時間です。この時間内にセンサに光エネルギーが蓄

積されます。ただし、積分時間は測定時間とは異なります。測定時間は以下の式で表

されます。 

測定時間 ＝ 積分時間 × 2 ＋ シャッタ開閉時間 ＋ 演算時間 
 

本器の測定モードは以下のとおりです。 

○AUTO     定常光を測定する時に使用します。自動的に測定する光源の明る 

             さに合わせて最適な積分時間が設定されます。 

 

○FREQ     CRT や蛍光灯などの点灯光を測定する時に使用します。 

      CRT は垂直同期信号の周波数、蛍光灯などの点灯光は商用周波数 

             （50 or 60 Hz）を設定します。入力された周波数と光源の明る

さにより最適な積分時間を算出します。 

入力範囲は 1.5～250 Hz です。 

                       周波数の入力☞「3.3.1 FREQ モード」 

○MANU        任意の積分時間を設定して測定するモードです。 

入力範囲は SR-LEDW：10～120000 ms  

SR-UL2/SR-UL1R：20～120000 ms 

SR-3AR：20～15000 ms です。 

                      積分時間の入力☞「3.3.2 MANU モード」 

 
お願い 

・MANU モードで、AUTO で算出される積分時間より小さい時間を設定し

た場合、測定精度が低下することがあります。 
 

 

○SYNC            CRT を測定する時に、垂直同期信号を SR-LEDW/SR-UL2/ 

SR-UL1R/SR-3AR にライン入力させて測定する時に使用しま 

す。入力された周波数と光源の明るさにより最適な積分時間算出

します。周波数検出範囲は 1.5～250 Hz です。 

  

○FIX INTEG             測定時間を短縮したい時に使用します。内蔵フィルタ位置と積分

時間を固定して測定するモードです。適用する最適な内蔵フィル

タ位置及び積分時間は電源ＯＮ後、FIX INTEGモード初回測定時

に自動設定されます。 

☞「3.3.３ FIX INTEG モード」 

メモ 

（SR-LEDW のみ使用可） 
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○FIX FREQ            内蔵フィルタ位置を固定して周波数測定するモードです。CRT

は垂直同期信号の周波数、蛍光灯などの点灯光は商用周波数 

             （50 or 60 Hz）を設定します。入力された周波数と光源の明る

さにより最適な積分時間を算出します。 

入力範囲は 1.5～250 Hz です。 

☞「3.3.4 FIX FREQモード」 

 

測定モードの設定手順は以下のとおりです。 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[Measure Type]の 

画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

   

2  [CHANGE] スイッチを押します。 

  3 ［ROTATION］スイッチを押して設定したい測定モードに変更します。 

 

    ＊  Ｍｅａｓｕｒｅ Ｔｙｐｅ    ＊ 

 

＊ＡＵＴＯ 

 

 

  

１回押すごとに以下のようにモードが変わります。 

AUTO→FREQ→MANU→SYNC→FIX INTEG→FIX FREQ 

  

    

４ [ENTER] スイッチを押して決定します。 
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3.3.1 FREQ（周波数）モード 

 

測定モードに“FREQ”を選択した場合に、測定光源の周波数を設定します。 

設定の手順は以下のとおりです。 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[frequency Input]の 

画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

  ３ 数値入力方法に従い設定したい数値を入力します。 

 数値は 1.5～250Hz の範囲で入力できます。 

設定方法☞「3.1.3 数値の設定」 

＊  Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Input   ＊ 

 

Ｆｒｅｑ［Ｈｚ］＝  ５０ 

 

 

４ [ENTER] スイッチを押して決定します。 
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3.3.2 MANU（マニュアル）モード 

 

測定モードに“MANU”を選択した場合に、積分時間を設定します。 

MANU モードで使用する積分時間の入力を行います。 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[Integ Time  Input] 

の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

  ３ 数値入力方法に従い設定したい数値を入力します。 

数値は SR-LEDW : 10～120000 ms 、SR-UL2/SR-UL1R : 20～120000 ms 

SR-3AR：20～15000 ms の範囲で入力できます。 

設定方法☞「3.1.3 数値の設定」 

  ＊ Ｉｎｔｅｇ Ｔｉｍｅ Ｉｎｐｕｔ ＊ 

 

Ｉｎｔｅｇ［ｍｓ］＝   １００ 

 

 

４ [ENTER] スイッチを押して決定します。 
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3.3.3 FIX INTEG モード 

 

測定時間を短縮したい時に使用します。内蔵フィルタ位置と積分時間を固定して測定するモー

ドです。製造ライン等、測定条件が変わらず、測定対象物の変化が少ない測定に適しています。

適用する最適な内蔵フィルタ位置及び積分時間は電源ＯＮ後、FIX INTEGモード初回測定時に

自動設定されます。 (SR-LEDW のみ設定可能) 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[Measure Type] 

の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

2 [CHANGE] スイッチを押します。[ROTATION]スイッチで[FIX INTEG]を表示させ、

[ENTER]スイッチを押して決定します。 

 

  ３ [FUNCTION]スイッチを 2回押し、[FUNCTION]モードを終了します。 

 

  ４ 測定対象物を視準し、[MEAS.]スイッチを押し、測定をすると、測定時に使用する最適な

内蔵フィルタと積分時間を自動的に設定します。最適な内蔵フィルタ及び積分時間は FIX 

INTEG モード設定後、1回目の測定を行うと自動的に設定されます。 

測定光源の視準☞「1.3.3 測定物の視準」 

 
お願い 

 

・抽出された内蔵フィルタ位置及び積分時間が測定に適用されるため実測定

と同様の測定条件（測定角、測定対象物、測定距離等）にて実施してくだ

さい。測定条件が異なると測定精度が低下する場合があります。 
 

 

 
お願い 

 

・FIX INTEG モード用、内蔵フィルタ位置及び積分時間は SR-LEDW 本体

の電源を OFF にした時点で消去されます。 
 

 

  FIX INTEG モードの設定を任意に設定する。 

FIX INTEG モードで使用する内蔵フィルタと積分時間を任意に設定することができます。 

設定方法は以下のとおりです。 

 

 １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[FIX INTEG Setting] 

の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 
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2 測定時に使用する積分時間を設定します。数値入力方法に従い設定したい数値を入力します。 

数値は: 50～120000 ms の範囲で入力できます。 

設定方法☞「3.1.3 数値の設定」 

  ＊ ＦＩＸ ＩＮＴＥＧ Ｓｅｔｔｉｎｇ＊ 

 

Ｉｎｔｅｇ［ｍｓ］＝   １００ 

Ｓｈｕｔｔｅｒ   ＝ ＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

３ [ENTER] スイッチを押して決定します。 

 

４ 次に測定時に使用するフィルタを設定します。[ROTATION]スイッチを押すごとに下記のよ

うにフィルタが変わります。使用するフィルタを表示させ、[ENTER]スイッチを押して決定

します。 

 

＊＊＊＊＊＊＊  

↓ 

ＦＩＬＴＥＲ１ 

↓ 

ＦＩＬＴＥＲ２ 

↓  

ＦＩＬＴＥＲ３ 

↓ 

ＦＩＬＴＥＲ４ 

↓  

ＦＩＬＴＥＲ５ 

 

＊＊＊＊＊＊＊：設定リセットを意味しています。この状態で測定をすると最適な内蔵フィ

ルタ位置及び積分時間を再設定することができます。 

 

 
お願い 

・ 任意で設定された内蔵フィルタ位置及び積分時間が下記のように適切でな

い場合、測定精度が低下することがあります。 

・最適な積分時間より小さい場合 

・最適な内蔵フィルタ位置と異なる場合 
 

 

 
お願い 

・ 測定角と内蔵フィルタ位置の下記、組合せでは測定できません。 

    測定角   内蔵フィルタ 

     0.2°   FILTER5 

          0.1°   FILTER４、FILTER５ 
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3.3.4 FIX FREQ モード 

 

内蔵フィルタ位置を固定して周波数測定するモードです。入力された周波数と光源の明るさに

より最適な積分時間を算出します。 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[Measure Type] 

の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

2 [CHANGE] スイッチを押します。[ROTATION]スイッチで[FIX FREQ]を表示させ、

[ENTER]スイッチを押して決定します。 

 

  3 ファンクションメニューから[MEASURE]-[FIX FREQ Setting]の画面を表示させます。 

       ＊ ＦＩＸ ＦＲＥＱ Ｓｅｔｔｉｎｇ ＊ 設定方法☞「3.1.3 数値の設定」 

  Ｆｒｅｑ［Hz］＝  60 

Ｓｈｕｔｔｅｒ ＝ ＊ＦＩＬＴＥＲ１ 

 

４ [ENTER] スイッチを押して決定します。 

 

５ 次に測定時に使用するフィルタを設定します。[ROTATION]スイッチを押すごとに下記の

ようにフィルタが変わります。使用するフィルタを表示させ、[ENTER]スイッチを押して

決定します。 

ＦＩＬＴＥＲ１ or ＯＰＥＮ 

↓  

ＦＩＬＴＥＲ２ or ＮＤ１ 

↓ 

ＦＩＬＴＥＲ３ or ＮＤ２ 

↓  

ＦＩＬＴＥＲ４（SR-LEDW） 

↓ 

ＦＩＬＴＥＲ５（SR-LEDW） 

 

 
お願い 

・ 測定角と内蔵フィルタ位置の下記、組合せでは測定できません。 

SR-3AR/UL1R/UL2     SR-LEDW 

測定角 内蔵フィルタ     測定角  内蔵フィルタ 

0.2°  ND2         0.2°  FILTER5 

   0.1°  ND2         0.1°  FILTER４、FILTER５ 
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3.4 積分時間ディレイ機能 
 

積分時間ディレイ機能の使用の有無を設定します。以下の場合、この機能を使うことが有効で 

す。 

 

デューティ比が大きく、かつ、光量レベルが高い光源や点灯周期中にダミー（黒）が入

る光源をAUTOモードで測定した場合、設定された積分時間内に充分な点滅回数が得ら

れず、測定値に大きなバラツキが発生することがあります。バラツキを低減するには積

分時間を長くすることが有効です。本機能を使用することで、積分時間が長くなり、安

定した測定を行うことができます。 

☞「2.5.4 周波数点灯している光源を安定して測定する」 

設定の手順は以下のとおりです。 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[Integ Delay ON 

/OFF]の画面を表示させます。 

 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

2  [CHANGE] スイッチを押します。 

 

  ３ [ROTATION］スイッチを押します。ON/OFF が切り換わります。 

 

     ＊Ｉｎｔｅｇ Ｄｅｌａｙ ＯＮ／ＯＦＦ＊ 

      

             ＊ＯＮ 

      

  

  ４ [ENTER] スイッチを押して決定します。 
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3.4.1 ディレイ時間設定 

 

積分時間ディレイ機能を“ON”にした場合の積分時間を設定します。 

・100 周期以上の積分時間を設定することをお勧めします。 

例：10 %の周期誤差がある光源を測定する場合。 

   10 周期分の積分時間で測定すると、誤差は 

     0.1 t/10 t =1 %(tは周期時間) 

   100 周期分の積分時間で測定すると、 

     0.1 t/100 t=0.1 % 
 

 

 

設定の手順は以下のとおりです。 

      設 定 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[Integ Delay Time] 

の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

      ＊Ｉｎｔｅｇ Ｄｅｌａｙ Ｔｉｍｅ＊ 

      

       Ｉｎｔｅｇ ［ｍｓ］ ＝ １０００ 

      

 

２ 数値入力方法に従い設定したい数値を入力します。50～3000[ms]まで設定できます。 

設定方法☞「3.1.3 数値の設定」 

      ＊Ｉｎｔｅｇ Ｄｅｌａｙ Ｔｉｍｅ＊ 

      

       Ｉｎｔｅｇ ［ｍｓ］ ＝ ５０ 

 

３ [ENTER] スイッチを押して決定します。 
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3.5 測定方法 
 

測定方法を設定します。 

測定方法には Single(1 回測定)とAuto Run(連続測定)があります。 
 

測定方法 

Single 

 (1回測定) 

[MEAS./HOLD] スイッチを押すと 1 回測定し終了します。 

Auto run 

 (連続測定) 

[MEAS./HOLD]スイッチを押すと次に[MEAS./HOLD]を押すまで連

続で測定します。 

測定方法の設定手順は以下のとおりです。 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[Single or Auto 

Run]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

  

＊Ｓｉｎｇｌｅ ｏｒ Ａｕｔｏ Ｒｕｎ＊ 

 

＊Ｓｉｎｇｌｅ 

 

 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

  ３ [ROTATION］スイッチを押して設定したい測定方法に変更します。 

     1 回押すごとに以下のように表示が変わります。 

      Ｓｉｎｇｌｅ → Ａｕｔｏ Ｒｕｎ  

 

 

４ [ENTER] スイッチを押して決定します。 
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3.6 測定スピード 
 

測定スピードを設定します。 

測定スピードにはNORMAL SPEED とHIGH SPEED、HIGH SPEED 2、HIGH SPEED 3

があります。 
 

測定スピード 

NORMAL SPEED 通常の測定時間で精度よく測定します。  

測定時間 SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R：1～24８秒 

    SR-3AR：1～３１秒 

HIGH SPEED 専用シーケンスを適用し高速で測定します。  

測定時間 1～１７秒 

HIGH SPEED 2 NORMAL SPEED に独自アルゴリズムを適用し高速で測定します。  

測定時間 SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R：1～6０秒 

SR-3AR：1～1０秒 

HIGH SPEED 3 HIGH SPEED に独自アルゴリズムを適用し高速で測定します。  

測定時間 1～6 秒 

※標準の光 A に対して。 

※測定対象物により測定時間は前後する場合があります。 

 

測定スピードの設定手順は以下のとおりです。 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[Measurement 

Speed]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

  

＊  Mｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ  Sｐｅｅｄ ＊ 

 

＊NORMAL   SPEED 

 

 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

  ３ [ROTATION］スイッチを押して設定したい測定方法に変更します。 

    1回押すごとに以下のように表示が変わります。 

    NORMAL SPEED → HIGH SPEED → HIGH SPEED 2 → HIGH SPEED 3 

 

         

４ [ENTER] スイッチを押して決定します。 
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3.6.1 High Speed キャリブレーション 

 

測定スピードを“HIGH SPEED”“HIGH SPEED2”“HIGH SPEED3”を選択した場合 

キャリブレーションを行ってください。 

手順は以下のとおりです。 

 

      設 定 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASURE]-[High Speed Cal.] 

の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

      ＊ Ｈｉｇｈ Ｓｐｅｅｄ Ｃａｌ.   ＊ 

      

      ＣＨＡＮＧＥ：Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ 

      

 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

      ＊ Ｈｉｇｈ Ｓｐｅｅｄ Ｃａｌ.   ＊ 

 

ＳＨＩＦＴ ： ＯＫ 

     ＣＨＡＮＧＥ： ＮＯ 

         

３ ファインダシャッタを閉め、[SHIFT] スイッチを押すとキャリブレーションを開始します。 

  約４分でキャリブレーションが終了します。 

ファインダシャッタ☞「1.3.5 ファインダシャッタの開閉」 

 
お願い 

・ キャリブレーションを行う際は必ず、ファインダシャッタを閉めてから行

ってください。 
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3.7 PC 接続方法 
 

本器と PC との接続方法を設定します。この設定は、本器を PC と接続して使用する場合に

必要な設定です。 

設定の手順は以下のとおりです。 

1 ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから[COMM.]-

[Communication-Type]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 
 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

3 [ROTATION] スイッチを押して設定内容を選択します。 

押すごとに、以下のように表示が切り換わります。 

 USB → RS-232C  

 

 

4 選択が終わったら[ENTER] スイッチを押します。 

 

5 設定を有効にするには、本体のリセットボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊  Communication－Type ＊ 
 
*USB 



   - 48 - 

 

3.8 RS-232C パラメータ 
 

RS-232C インタフェースのパラメータを設定します。この設定は、RS-232C ケーブルを

使用して本器と PC を接続する場合に必要な設定です。 
 

 ファンクションモードで RS-232C のパラメータの設定を行います。 

 この例では、ボーレート 9 600,データ長 8,パリティなし,ストップビット 2 を 

ボーレート 38 400,データ長 7,パリティ奇数,ストップビット 1 に変更します。 

設定の手順は以下のとおりです。 

 

・3.7 PC 接続方法で“USB”を設定した場合は、本設定画面は表示されません。 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[COMM.]-[RS-232C 

Parameters]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

     ＊ＲＳ－２３２Ｃ Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＊ 

     Ｂａｕｄ ｒａｔｅ＝ ９６００ 

     Ｌｅｎｇｔｈ＝８ Ｐａｒｉｔｙ＝ＮＯＮＥ 

     Ｓｔｏｐ ｂｉｔ＝ ２ 

 

  ２ パラメータを設定する場合は［CHANGE］スイッチを押します。変更できるパラメータ

の部分が点滅します。 

 

     ＊ＲＳ－２３２Ｃ Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＊ 

     Ｂａｕｄ ｒａｔｅ＝ ９６００ 

     Ｌｅｎｇｔｈ＝８ Ｐａｒｉｔｙ＝ＮＯＮＥ 

     Ｓｔｏｐ ｂｉｔ＝ ２ 

 

 

 

  ３ ［ROTATION］スイッチ押してボーレートを 38400 に変更します。 

 

     ＊ＲＳ－２３２Ｃ Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＊ 

     Ｂａｕｄ ｒａｔｅ＝ ９６００ 

     Ｌｅｎｇｔｈ＝８ Ｐａｒｉｔｙ＝ＮＯＮＥ 

     Ｓｔｏｐ ｂｉｔ＝ ２ 

 

     ボーレートは下記の順で変わります。 

     ３ ８４００→４ ８００→９ ６００→１９ ２００ 
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  ４ ［ENTER］スイッチを押すとボーレートが決定し、データ長にカーソルが移動します。 

 

     ＊ＲＳ－２３２Ｃ Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＊ 

     Ｂａｕｄ ｒａｔｅ＝３８４００ 

     Ｌｅｎｇｔｈ＝８ Ｐａｒｉｔｙ＝ＮＯＮＥ 

     Ｓｔｏｐ ｂｉｔ＝ ２ 

 

 

 

  ５ [ROTATION] スイッチを押してデータ長を７に変更し、［ENTER］スイッチで決定しま

す。 

パリティにカーソルが移動します。 

 

     ＊ＲＳ－２３２Ｃ Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＊       ①         ② 

     Ｂａｕｄ ｒａｔｅ＝３８４００ 

     Ｌｅｎｇｔｈ＝７ Ｐａｒｉｔｙ＝ＮＯＮＥ 

     Ｓｔｏｐ ｂｉｔ＝ ２ 

 

 

 

  ６ ［ROTATION］スイッチを押してパリティを ODD に変更し、[ENTER] スイッチで決定

します。 

     ストップビットにカーソルが移動します。 

 

     ＊ＲＳ－２３２Ｃ Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＊       ①         ② 

     Ｂａｕｄ ｒａｔｅ＝３８４００ 

     Ｌｅｎｇｔｈ＝７ Ｐａｒｉｔｙ＝ＯＤＤ 

     Ｓｔｏｐ ｂｉｔ＝ ２ 

 

 

 

  ７ ［ROTATION］スイッチを押してストップビットを 1 に変更し、[ENTER] スイッチで

決定します。 

     カーソルが消え、設定が完了します。 

 

     ＊ＲＳ－２３２Ｃ Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ＊       ①         ② 

     Ｂａｕｄ ｒａｔｅ＝３８４００ 

     Ｌｅｎｇｔｈ＝７ Ｐａｒｉｔｙ＝ＯＤＤ 

     Ｓｔｏｐ ｂｉｔ＝ １ 
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3.9 データ通信方式 
 

PC との通信に、CS-900A の方式を使用するかどうかを設定します。 

 

  本器では測定データの出力方式が 2種類あります。 

  １つは本器付属の通信ソフトである CS-900A との通信用でハンドシェイクを行い、データエ

ラーをチェックする方式（CS900 Type）と最初のデータから最後のデータまで連続して送

信する（Normal Type）です。 

  詳しい通信については通信コマンド解説の ST コマンドで詳しく説明します。 

  ここではファンクションモードでの設定方法を説明します。 

・3.7 PC 接続方法で“USB”を設定した場合は、本設定画面は表示されません。 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[COMM.]-[CS900 ON/OFF] 

の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

     ＊   ＣＳ９００  ＯＮ／ＯＦＦ  ＊ 

      

           ＊ＣＳ９００ Ｔｙｐｅ 

      

 

2 [CHANGE]スイッチを押します。 

 

3 [ROTATION] スイッチを押して設定内容を選択します。 

押すたびに、以下のように表示が切り換わります。 

 CS900 Type → Normal Type  

 

 

4   選択が終わったら[ENTER] スイッチを押します。 

 

 

     ＊   ＣＳ９００  ＯＮ／ＯＦＦ  ＊ 

      

           ＊Ｎｏｒｍａｌ Ｔｙｐｅ 
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3.10 リモートコマンドの終端コード 
 

PC と通信を行う場合の、コマンドの終端コードを設定します。 

設定の手順は以下のとおりです。 

1 ファンクションモードに移行し、[COMM.]-[Delimiter]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

2 [CHANGE]スイッチを押します。 

 

3 [ROTATION] スイッチを押して設定内容を選択します。 

押すたびに、以下のように表示が切り換わります。 

 CR+LF → CR  

 

 

4 選択が終わったら[ENTER] スイッチを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊       Delimiter         ＊ 
 

＊CR＋ＬＦ 
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3.11 補正係数の使用 
 

補正係数を使用するかどうかを設定します。 

補正係数とは、測定値に乗じて、測定値を補正するための係数です。補正係数には以下の２種

類があり、それぞれ以下のように設定します。 

 

Factor(1nm) : 1 nm ごとの分光データとして補正します。補正係数は 1 組です。 

ON(使用する)かOFF(使用しない)かを設定します。 

Factor(XYZ) : 三刺激値 XYZ に対して補正します。補正係数は 1組です。 

ON(使用する)かOFF(使用しない)かを設定します。 

 

設定の手順は以下のとおりです。 

1   ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから[FACTOR]-[Factor 

ON/OFF]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 
 

 

2    [CHANGE] スイッチを押します。 

Factor(1nm)の右側部分が点滅します。 

 

3    [ROTATION] スイッチを押して設定内容を選択します。 

押すたびに、ON/OFF が切り換わります。 

・ 表示されている内容を変更しない場合は、[ROTATION] スイッチを押さずに手順 4

に進みます。 

 

４  選択終了後、[ENTER] スイッチを押します。 

・ Factor(XYZ)の設定内容を選択後[ENTER] スイッチを押すと、次の設定項目(画面)

が表示されます。    補正係数の入力画面 ☞「3.12 補正係数の表示・変更」 

 

 

 

 

 

 

 

＊    FactorON／OFF   ＊ 
 

  Factor（1mm） ＝＊OFF 

  Factor（XYZ） ＝＊OFF 

メモ 

メモ 
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3.12 補正係数の表示・変更 
 

ファンクションモードでは補正係数使用の有無、および三刺激値 XYZ の補正係数の設定を行う

ことができます。 

 

■補正係数使用の有無の設定 

 １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[FACTOR]-[Factor ON/OFF] 

の画面を表示させます。 

 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 

 

 

２ 設定を変える時は[CHANGE] スイッチを押します。 

  Factor（１nm）＝の後の部分が点灯します。 

 

 

 

 

 

３ この状態で[ROTATION] スイッチを押すたびに、 

ON/OFFが切り換わります。 

OFF  →  ON 

 

 

 

 

４ 設定を確定する時は［ENTER］スイッチを押します。 

  次に Factor（XYZ）＝の後が点滅します。 
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＊    FactorON／OFF   ＊ 
 

  Factor（1mm） ＝＊OFF 

  Factor（XYZ） ＝＊OFF 

＊    FactorON／OFF   ＊ 
 

  Factor（1mm） ＝＊OFF 

  Factor（XYZ） ＝＊OFF 

＊    FactorON／OFF   ＊ 
 

  Factor（1mm） ＝＊OFF 

  Factor（XYZ） ＝＊OFF 
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５ この状態で[ROTATION] スイッチを押すたびに ON/OFFが切り換わります。 

OFF  →  ON 

 

 

  ６ 設定を確定する時は［ENTER］スイッチを押します。 

 

■補正係数（ＸＹＺ）の入力 

補正係数を入力します。入力するデータは XYZ の 3 種類あります。 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[FACTOR]-[X Y Z factor] 

の画面を表示させます。 

 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

・補正係数使用の有無で“Factor(XYZ)=*OFF”を設定した場合は、本設定画面は表示

されません。 

 

  ２ データを入力する場合は［CHANGE］スイッチを押します。ここでは X の部分にデータ

を入力します。入力しようとした項目のデータが消えてデータの先頭部分が点灯します。 

 
     ＊    X  Y  Z Ｆａｃｔｏｒ   ＊ 

     Ｘ＝  

     Ｙ＝ １．０００Ｅ＋００ 

     Ｚ＝ １．０００Ｅ＋００ 

 

 

 

  ３ 数値入力方法に従い設定したい数値を入力します。 

設定方法☞「3.1.3 数値の設定」 

 

     ＊    X  Y  Z Ｆａｃｔｏｒ   ＊ 

     Ｘ＝ ２．００ 

     Ｙ＝ １．０００Ｅ＋００ 

     Ｚ＝ １．０００Ｅ＋００ 
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  ４ 数値の入力が終了したら、[ENTER] スイッチを押して数値を決定します。次に Y のデー

タが消えてデータの先頭部分が点灯します。 

 

     ＊  Ｆａｃｔｏｒ ＯＮ／ＯＦＦ   ＊ 

     Ｘ＝ ２．０００Ｅ＋００ 

     Ｙ＝  

     Ｚ＝ １．０００Ｅ＋００ 

 

 

 

  ５ 手順３ ４を繰返し、X , Y , Z の補正係数を入力します。 

 

■CS-900A を使った補正係数の入力 

 

１ PC と USB ケーブルまたは RS-232C ケーブル（DOS/V パソコン対応インタ

ーリンクケーブルシリアルクロスタイプ）を接続します。 

☞「1.3.2 PC の接続」 

☞「3.7 PC の接続方法」 

☞「3.8 RS-232C パラメータ」 

２ 付属の測色プログラム CS-900A により補正係数を本器に送信・記憶します。 

詳細は、測色プログラム CS-900A の取扱説明書をご覧ください。 

・ お客様にてプログラムを作成される場合は、KW[ｎ]コマンドをご覧ください。                                     

☞「4.1.7 KW[ｎ]コマンド」 
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3.13 CIE 等色関数（視野） 
 

   測色値を計算する際に使用する等色関数を、2°視野に基づく XYZ 表色系ｘ(λ)ｙ(λ)ｚ(λ)に

するか、10°視野に基づく XYZ 表色系ｘ10(λ)ｙ10(λ)ｚ10(λ)にするかを選択します。 

 

CIE 等色関数（視野）の設定手順は以下のとおりです。 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクション 

メニューから[FACTOR]-[CIE Type Select]の 

画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

     ＊ ＣＩＥ Ｔｙｐｅ ｓｅｌｅｃｔ  ＊ 

      

        ＣＩＥ Ｔｙｐｅ＝ ＊ ２ 

      

 

 

  ２ 設定を変える時は［CHANGE］スイッチを押します。“＊”部が点滅します。 

 

     ＊ ＣＩＥ Ｔｙｐｅ ｓｅｌｅｃｔ  ＊ 

      

        ＣＩＥ Ｔｙｐｅ＝ ＊ ２ 

      

 

     

  ３ ［ROTATION］スイッチ押して観測視野を切り換えます。 

 

     ＊ ＣＩＥ Ｔｙｐｅ ｓｅｌｅｃｔ  ＊ 

      

        ＣＩＥ Ｔｙｐｅ＝ ＊１０ 

      

      

 

  ４ [ENTER] スイッチを押して観測視野を決定します。 
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3.14 CIE 等色関数（種別） 
 

測色値を計算する際に使用する等色関数を CIE1931 または CIE170-2:2015 にするかを 

選択します。 

 

CIE 等色関数（種別）の設定手順は以下のとおりです。 

 

 １ ファンクションモードに移行し、ファンクション 

メニューから[FACTOR]-[Color Match Type] 

の画面を表示させます。 

 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 

 

 

  ２ 設定を変える時は［CHANGE］スイッチを押します。“＊”部が点滅します。 

 

     ＊    Color Match Type   ＊ 

      

         Type ＝ ＊CIE1931 

      

 

     

  ３ ［ROTATION］スイッチ押して等色関数の種別を切り換えます。 

 

     ＊    Color Match Type   ＊ 

      

        Type ＝ ＊CIE170-2 

      

      

 

  ４ [ENTER] スイッチを押して等色関数の種別を決定します。 
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    Type ＝  ＊CIE1931 
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3.15 平均化測定 
 

平均化測定を行うかどうかを設定します。 

Normal Meas : 平均化測定を行いません。 

Average Meas : 平均化測定を行います。 

平均化測定は、低輝度の測定をより高い精度で行えるように、何回か測定を行った平均値を測定

値とするものです。ただし、平均回数が多いほど測定時間は長くなります。 

 

測定時間  

＝ 積分時間×（平均化回数＋１）＋ 積分時間 ＋ シャッタ動作時間 ＋ 処理時間 

 

平均化測定の有無の設定 
 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASUER]-[AverageMeas 

ON/OFF]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

     ＊ＡｖｅｒａｇｅＭｅａｓ Ｏ N／ＯＦＦ＊ 

      

         ＊Ｎｏｒｍａｌ Ｍｅａｓ 

      

   

  ２ 設定を変える時は［CHANGE］スイッチを押します。［ROTATION］スイッチ押し、

Normal MeasureとAverage Measure を切り換えます。 

      Normal Meas  → Average Measと 切り換わります。 

 

 

     ＊ＡｖｅｒａｇｅＭｅａｓ Ｏ N／ＯＦＦ＊ 

      

       ＊Ａｖｅｒａｇｅ Ｍｅａｓ 

      

      

 

 

リモートモード測定および測定モードが MANU モード時には、平均化測定は無効とな

ります。 
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3.15.1 平均回数 

 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASUER]-[Average Time] 

の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

     ＊  Ａｖｅｒａｇｅ Ｔｉｍｅ     ＊ 

      

           Ａｖｅｒａｇｅ ＝ ５ 

      

・3.14 平均化測定で“Normal Meas”を設定した場合は、本設定画面は表示されませ

ん。 

 

  ２ データを入力する場合は［CHANGE］スイッチを押します。 

    

     ＊ Ａｖｅｒａｇｅ Ｔｉｍｅ     ＊ 

      

        Ａｖｅｒａｇｅ ＝     

 

 

 

  ３ 数値入力方法に従い設定したい数値を入力します。入力できるのは 1～20です。      

設定方法☞「3.1.3 数値の設定」 

 

     ＊ Ａｖｅｒａｇｅ Ｔｉｍｅ     ＊ 

      

           Ａｖｅｒａｇｅ ＝ １０ 

 

 

 

  ４ [ENTER] スイッチを押して決定します。 

 

     ＊ Ａｖｅｒａｇｅ Ｔｉｍｅ     ＊ 

      

          Ａｖｅｒａｇｅ ＝ １０ 
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3.16 MANU 時のオーバーレンジ検出の選択 

 

オーバーレンジエラーが発生した場合、設定が“ＯＮ”の場合は測定を中止します。また、“ＯＦ

Ｆ”の場合はオーバーレンジエラーを検出せず、測定を行います。 

 

     設 定 

  １ ファンクションモードに移行し、ファンクショ 

ンメニューから[MEASUER]-[MANU OVER 

ON/OFF]の画面を表示させます。 

 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

     ＊ ＭＡＮＵ ＯＶＥＲ ＯＮ／ＯＦＦ ＊ 

      

        ＭＡＮＵ ＯＶＥＲ  ＝ ＯＮ 

      

 

・初期状態は“ON”に設定されています。 

・3.3 測定モードで“MANU”以外を設定した場合は、本設定画面は表示されませ

ん。 

 

２ 設定を変える時は［CHANGE］スイッチを押します。［ROTATION］スイッチを押すと

ON/OFFが切り換わります。 

 

     ＊ ＭＡＮＵ ＯＶＥＲ ＯＮ／ＯＦＦ ＊ 

      

        ＭＡＮＵ ＯＶＥＲ  ＝ ＯＦＦ 

      

 

    

  ３ [ENTER] スイッチを押して決定します。 
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3.17 ビープ音 
 

ビープ音を鳴動させるかどうかを設定します。 

設定の手順は以下のとおりです。 

 

1 ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから[DISPLAY]-[Beep 

ON/OFF]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 
 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

3 [ROTATION] スイッチを押して設定内容を選択します。 

押すたびに、ON(鳴動させる)/OFF(鳴動させない)が切り換わります。 

 

4 選択が終了後、[ENTER] スイッチを押します。 

 

 

*    Bｅｅｐ  ＯＮ／ＯＦＦ  ＊ 

 

     Bｅｅｐ ＝＊ＯＮ 
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3.18 輝度表示書式 
 

測定結果の輝度の表示を、小数表示(Decimal)にするか指数表示(Exponential)にするかを設

定します。 

設定の手順は以下のとおりです。 

1 ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから [DISPLAY]-

[Luminance Format]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 
 
 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

３ [ROTATION]スイッチを押して設定内容を選択します。 

押すごとに、以下のように表示が切り換わります。 

 Decimal → Exponential  

 

 

４ 選択が終了後。[ENTER]スイッチを押します。 

 

＊ Ｌｕｍｉｎａｎｃｅ Ｆｏｒｍａｔ＊ 

 

＊Ｄｅｃｉｍａｌ 



   - 63 - 

3.18.1  輝度表示桁数 

 

測定結果の、輝度の表示桁数を設定します。 

設定の手順は以下のとおりです。  

1 ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから [DISPLAY]-

[Luminance Decimal]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 

 

・3.17 輝度表示書式で“Decimal”以外を設定した場合は、本設定画面は表示されま

せん。 

 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

３ 整数部の桁数(Integer)と小数部の桁数(Decimal)を設定します。Integer(整数部)の

桁数+Decimal(小数部)の桁数が 9 以下になるように設定してください。 

      Integer : ６～10 、Decimal :  0～3まで設定可能 

    

設定方法☞「3.1.3 数値の設定」 

 

４ 設定終了後、[ENTER] スイッチを押します。 

 

＊Ｌｕｍｉｎａｎｃｅ Ｄｅｃｉｍａｌ＊ 

Ｉｎｔｅｇｅｒ ＝ ７ 

Ｄｅｃｉｍａｌ ＝ ２ 

ｅｘ． １２３５００．００ 

メモ 
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3.19 メンテナンス推奨表示 
 

お買い上げ後または校正実施後から 1 年経過後のメンテナンス推奨表示方法を設定します。 

表示方法は 2 通りあります。 

ON ： ５ 秒間ビープ音が鳴り続け、その後、次の画面へ進みます。 

OFF ： 表示されず、そのまま次の画面へ進みます。 

・お買い上げ後または校正実施後からの経過月数の表示はどちらも同じです。 

表示☞「1.4 メンテナンス推奨表示」 

設定の手順は以下のとおりです。 

1 ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから [MAINTAIN]-

[Maintenance Display]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 
 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

3 [ROTATION] スイッチを押して設定内容を選択します。 

押すごとに、ON/OFFが切り換わります。 

 

4 選択が終了後、[ENTER] スイッチを押します。 

 

 Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ Ｄｉｓｐｌａｙ 

 

                ＊ＯＮ 

メモ 
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3.20 オートパネルライト設定 
 

測定時に液晶表示器及びスイッチ LED を自動で ON／OFF することができます。 

測定する際、液晶表示器やスイッチ LED からの迷光の影響をなくし、より高精度な測定

ができます。 

手順は以下のとおりです。 

1 ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから[DISPLAY]- [Auto 

Panel Light]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 

 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

3 [ROTATION] スイッチを押して設定内容を選択します。 

押すごとに、ON/OFFが切り換わります。 

 

4 選択終了後、[ENTER] スイッチを押します。 

 

・本設定を ON することで消費電力を抑えることも出来ます。 

 

 

＊ Ａｕｔｏ Ｐａｎｅｌ Ｌｉｇｈｔ＊ 

 

       ＊ＯＮ 

メモ 
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3.21 測定データ/DIF 用基準データの一括消去 
 

測定データや、DIF 用基準データの一括消去を行います。 

手順は以下のとおりです。 

1 ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから [MAINTAIN]- 

[Memory AllClear]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 

 

 

2 測定データを一括消去する場合は[CHANGE] スイッチを、DIF 用基準データを一

括消去する場合は[ROTATION] スイッチを押します。 

一括消去の画面が表示されます。 

 

 

 

 
 

この画面は測定データの一括消去画面ですが、DIF 用基準データの一括消去画面も同

様です。 

 

3 [SHIFT] スイッチを押します。 

測定データが一括消去され、前の画面に戻ります。 

 

 
お願い 

一括消去を行わない場合は、[SHIFT] スイッチを押さずに[CHANGE] スイ

ッチを押します。一括消去したデータは復活できませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊  Ｍｅｍｏｒｙ ＡｌｌＣｌｅａｒ ＊ 

 

ＣＨＡＮＧＥ  ：Ｍｅａｓ Ｄａｔａ 

ＲＯＴＡＴＩＯＮ：Ｓｔｄ Ｓａｍｐｌｅ 

＊Ｍｅａｓ Ｄａｔａ ＡｌｌＣｌｅａｒ＊ 

 

ＳＨＩＦＴ  ： ＯＫ    

ＣＨＡＮＧＥ ： ＮＯ 

ＮＯ   
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3.22 LowBattery 動作 
 

バックアップバッテリーの電源容量が低下した時の動作を設定します。 

用途、運用方法に合わせて設定してください。 

 

 
お願い 

LowBattrey が発生した場合は、速やかなバッテリー交換を推奨いたします。

当社又はお買い上げの販売店までご相談ください。 

LowBattrey 状態で使用した場合、一部パラメータが初期化され測定値に影響

を及ぼす場合がありますので、十分注意してご使用ください。 

 

本器の動作は以下のとおりです。 

Key Parameter  ：測定に関わるすべての操作ができません。 

[FUNCTION]キーを押すことで動作継続しますが、立ち上がり後

はファンクションモードのみ操作可能となります。 

ファンクションモードから本設定の変更を行うことができます。 

電源ON 時の液晶表示 

 

 

 

 

Key Continue ：測定を行うことができます。 

 [FUNCTION]キーを押すことで動作継続し、立ち上がり後は測定 

をすることも可能です。但し、一部パラメータが初期化されてい

るので、パラメータの再設定が必要です。 

電源ON 時の液晶表示 

 

 

 

 

Auto Continue ：測定を行うことができます。 

LowBattery 表示 3 秒後、自動で動作継続し、立ち上がり後は測

定をすることも可能です。但し、一部パラメータが初期化されて

いるのでパラメータの再設定が必要です。 

電源ON 時の液晶表示 

 

 

 

 

 

Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ！！ 

Ｌｏｗ Ｂａｔｔｅｒｙ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ :ＦＵＮＣＴＩＯＮ 

Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ！！ 

Ｌｏｗ Ｂａｔｔｅｒｙ 

Ｃｏｎｔｉｎｕｅ :ＦＵＮＣＴＩＯＮ 

Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ！！ 

Ｌｏｗ Ｂａｔｔｅｒｙ 

Ａｕｔｏ Ｃｏｎｔｉｎｕｅ 
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LowBattery で初期化されるパラメータは以下のとおりです。 

測定値への影響 

※1 
項目 初期値 

 測定データ履歴 0 

 測定番号 0 

有り 基準データ 0 

有り 基準測定データ番号 0 

有り High Speed キャリブレーションデータ 0 

有り 測定角 2° 

有り 測定モード AUTO 

有り FREQ（周波数）モード 周波数 50Hz 

有り MANU（マニュアル）モード 積分時間 1000ms 

有り MANU 時のオーバーレンジ検出選択 ON 

有り 測定スピード NORMAL SPEED 

 測定方法 Single 

有り 積分時間ディレイ機能 OFF 

有り ディレイ時間設定 100ms 

有り 平均化測定 OFF 

有り 平均回数 3 

 表色系 xy/Lv 

 オートパネルライト設定 ON 

 輝度表示書式 Exponential 

 輝度表示桁数（整数部） 7 

 輝度表示桁数（小数部） 2 

 メンテナンス推奨表示機能 ※2 － 

有り 補正係数（分光） ※3 1 

※1 測定値に影響を及ぼす項目があります。 

   Lowbattery 状態で継続して使用する場合には、各項目の確認、再設定を実施 

してください。 

※2 年月データがリセットされるため機能無効となります。 

※3 SR-LEDW のみ。 

 

 

 
お願い 

・LowBattery 状態で本器の電源を OFF した場合、再設定した項目も初期値

に戻ります。 

・High Speed モードで使用される場合は、必ず High Speed キャリブレー

ション実施後、使用してください。 
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設定の手順は以下のとおりです。 

1 ファンクションモードに移行し、ファンクションメニューから [MAINTAIN]- 

[LowBattery Condition]の画面を表示させます。 

☞「3.1.2 ファンクションモードへの移行/復帰」 

 

 

 

 

 

2 [CHANGE] スイッチを押します。 

 

3 [ROTATION] スイッチを押して設定内容を選択します。 

押すごとに Key Parameter→Key Continue→Auto Continue に切り換わります。 

 

 

4 選択終了後、[ENTER] スイッチを押します。 

 

・設定を有効にするには、本体を再起動してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L o w B a t t e r y  C o n d i t i o n 

 

＊Ｋｅｙ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ 

メモ 
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4. PC との通信 

4.1 通信コマンド 
 

本器は、PC との通信を行うことができます。ここでは、本器との通信についてお客様が独自に

プログラムを作成される場合のコマンドについて説明します。 

 

通信コマンド一覧を以下に示します。 

通信コマンド 機  能 

RM 本器を通信状態（リモートモード）にします。 

LM 本器を単体状態（ローカルモード）にします。 

ST 

本器が測定を開始します。 

測定が終了すると、データをテキストで返送します。 

USB、RS-232C 通信で使用可能です。 

SF 

本器が測定を開始します。 

積分時間が算出された時点で積分時間のみを先にテキストで返送しま

す。測定が終了すると、データをテキストで返送します。 

USB、RS-232C 通信で使用可能です。 

STB 

本器が測定を開始します。 

測定が終了すると、データをバイナリデータで返送します。上記、”ST”

コマンドより高速通信が可能です。 

USB 通信でのみ使用可能です。 

D0 測色演算値および分光放射輝度値を返送します。 

D1 測色演算値のみ返送します。 

A0 AUTO モードに設定します。 

A1_##### FREQ モードに設定します。#####は周波数。単位は Hz。 

 A2_##### MANU モードに設定します。#####は積分時間。単位はms。 

A3 SYNC モードに設定します。 

KW[n]_###

# 
本器に補正係数の書込みを行います。n:0～400 

KR[n] 本器から補正係数を読出します。n:0～400 

KX_##### 三刺激値 X に対する補正データを書込みます。 

KY_##### 三刺激値 Y に対する補正データを書込みます。 

KZ_##### 三刺激値 Z に対する補正データを書込みます。 

KXR 三刺激値 X に対する補正データを読出します。 

 KYR 三刺激値 Y に対する補正データを読出します。 

KZR 三刺激値 Z に対する補正データを読出します。 

DR[n] 本器に記憶している測定データを読出します。 

K[＊]1 

K[＊]2 

本器内補正係数の設定を切り換えます。 

K[＊]1: 分光用 

K[＊]2: 三刺激値用 

＊＝O : 補正係数を有効に切り換えます。 

＊＝N：補正係数を無効に切り換えます。 
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KOR[n] 

本器内の補正係数の設定を読出します。 

n＝1:分光用の補正係数の設定の有効/無効を読出します。 

n＝2:三刺激値用の補正係数の設定の有効/無効を読出します。 

KOR コマンドに対して計測器から受信した結果 1: 有効 0:無効 

CIE_# 
CIE 等色関数（視野）の設定を切り換えます。 

#は 0: 2度視野、1: 10度視野 

CIER CIE 等色関数（視野）の設定を読出します。 

LDF# 
輝度表示書式の設定を切り換えます。 

#は 0:Decimal、1:Exponential 

LDFR 輝度表示書式の設定を読出します。 

LDD_#_# 
輝度表示書式の表示桁数を設定します。 

#は左側:整数桁数(６～１０)、右側:小数桁数(0～3) 

LDDR 輝度表示書式の表示桁数の設定を読出します。 

FLD1 測定角を 2.0位置に切り換えます。 

FLD2 測定角を 1.0位置に切り換えます。 

FLD3 測定角を 0.2位置に切り換えます。 

FLD4 測定角を 0.1位置に切り替えます。 

FLDR 現在の測定角の設定を読出します。 

NL_#### 積分時間ディレイ機能のディレイ時間の入力を設定します。 

####は時間[ms] ND 積分時間ディレイ機能を ON にします。 

NF 積分時間ディレイ機能を OFFにします。 

HS High Speed(高速測定)モードにします。 

HS2 High Speed2(高速測定 2)モードにします。 

HS3 High Speed3(高速測定 3)モードにします。 

NS Normal(通常測定)モードにします。 

HCL 
High Speed(高速測定)モードにおけるキャリブレーション 

※ High Speed、2、3モード選択時に行ってください。 

HSR 

測定スピードモードを読出します。 

HSR コマンドに対して計測器から受信した結果  

0: 高速測定モード    1: 通常測定モード 

2: 高速測定 2モード  3: 高速測定 3 モード 

WHO 輝度計名称を読出します。 

SRL 製造番号を読出します。 

VER プログラムのバージョンを読出します。 

FX 

 

FIX モード測定に適用する内蔵フィルタ位置及び積分時間を抽出するた

めの測定を行います。測定が正常に終了すると抽出内蔵フィルタ位置及

び積分時間を返答し、設定します。（SR-LEDW のみ） 

 

 
FO FIX INTEG モードに設定します。（SR-LEDW のみ） 

FG 現在の FIX INTEGモードの設定を読出します。（SR-LEDW のみ） 

FS_###_# 

FIX INTEG モードで使用する内蔵フィルタ位置及び積分時間を任意設

定することができます。（SR-LEDW のみ） 

#は左側:積分時間[ms](５０～１20,00０)、右側:内蔵フィルタ(1～5) 

FXQ_##_#＃ 

FIX FREQ モードで使用する内蔵フィルタ位置及び周波数、測定モード

を FIX FREQ モードに設定することができます。 

#は左側:周波数[Hz](1.5～250)、右側:内蔵フィルタ(1～3または 5) 
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IMD_# 
データ通信方式の設定を切り換えます。 

#は 0: Normal type、1: CS900 type 

IMDR データ通信方式の設定を読出します。 

STCT_# 

本器が測定を開始します。 

測定が終了すると、指定したデータをテキスト、カンマ区切りで 

返送します。 

USB、RS-232C 通信で使用可能です。#は下記データ取得種別です 

1: 輝度、色度 xy 2: 輝度、色度 u’v’ 3: 三刺激値 XYZ 

4: 三刺激値 XYZ、色度 xy 5: 三刺激値 XYZ、色度 u’v’ 

6: 色温度、偏差 7: 分光放射輝度（380nm～780nm） 

8: 波長位置、最大分光放射輝度 

CMF_# 
CIE 等色関数（種別）の設定を切り換えます。 

#は 0: CIE1931 1: CIE170-2：2015 

CMFR CIE 等色関数（種別）の設定を読み出します。 

CXL 

本器が測定を停止します。 

本器が測定中の場合は、即時測定を停止します。測定データは返送され

ません。測定中以外の場合には、受信確認コマンドを返送します。 

_はスペースを表します。＃＃＃＃は数値です。 

通信コマンドを PC から送信すると、SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R/SR-3AR は受信確認コ

マンドとして”ＯＫ”を返送します。該当しないコマンドを受け取ると”ＮＯ”を返送します。 
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4.1.1  RM/LM コマンド 

 

本器をリモート状態（リモートモード）、単体状態（ローカルモード）を切り換えます。 

   RM ： リモートモードにします。 

   LM ： ローカルモードにします。 

電源を ON した時はローカルモードになっています。PC との通信で本器を動かす時は最初に必 

ず“ＲＭ”コマンドを送信し、リモートモードに切り換えなければなりません。 

 

          PC            コマンド、通信方向         計測器 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.2  ST コマンド 

   

 “ＳＴ”コマンド 

本コマンドを本器に送信することにより、測定を開始します。測定が終了すると、本器より

測定データがテキストで返送されます。 

① PC から本器への送信 

RS-232C の通信をアクティブ状態にした後、文字列 ”ＳＴ” （ASCII コード 53H 

54H）を送出し、続けてＣr (０Dｈ)、Ｌf (０Ａｈ)を送出します。 

② 本器からの受信確認 

本器が ”ＳＴ”＋(Cr･Lf)を受信すると、確認コマンドとして “ＯＫ”＋(Cr･Lf)を返信

し、測定を開始します。 

例としてデリミタは(Cr･Lf)で説明しています。デリミタを(Cr)に変更することができます。               

☞「3.10 リモートコマンドの終端コード」 

③ 測定データの通信 

測定終了後、測定条件および測定データが本器より送信されます。データは 1 データ列の

最後にデリミタ(Cr･Lf)が付いて送信されます。全データの送信が終了すると、最後に終了

コードとして”ＥＮＤ”が送信されます。 

測定データの出力フォーマット☞「4.2.1 リモート測定の出力フォーマット」 

通信方式は、設定により異なります。 

通信方式の設定☞「3.9 データ通信方式」 

メモ 

“RM”+(Cr･Lf) 

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

“LM”+(Cr ･ Lf)

０Dh 
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（１）Normal Type 

この方法を選択した場合（２） CS900 Type と比べて 0x60、0x15 のデータの

チェックを行いません。SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R/SR-3AR よりデータを

“ＥＮＤ”まで送信し続けます。 

          PC            コマンド、通信方向        計測器 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     ・ 

                     ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ST”+(Cr ･Lf)

０Dh 
“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

測定データ１+(Cr･Lf) 

 

“END”+(Cr･Lf) 

 

測定開始 

･ ･ ･ ･ ･ 

測定終了 

データ通信 

測定データ２+(Cr･Lf) 

 

測定データ４１４+(Cr･Lf) 
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（２）CS900 Type 

この方式を選択しますと本器より１データ送信する毎に CS-900A より 

データが正解の場合、0x06+(Cr･Lf)が送信され、 

データが誤りの場合、0x15+(Cr･Lf)が送信されます。 

0x15+(Cr･Lf)が CS-900A より送信された場合、データの再送を行います。 

但し、データの再送は 1データにつき 1回のみで２回連続誤りの場合は 

“ＥＮＤ”+(Cr･Lf)を出力し通信を終了します。 

 

          PC               コマンド、通信方向        計測器 

        

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

                                         

           ・ 

           ・ 

           ・ 

 

 

“ST”+(Cr ･Lf)

０Dh 
“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

測定データ１+(Cr･Lf) 

 

“END”+(Cr･Lf) 

 

測定開始 

･ ･ ･ ･ ･ 

測定終了 

データ通信 

測定データ１ ＯＫの時 

 
0x06+(Cr･Lf) 

 

測定データ２+(Cr･Lf) 

 

測定データ２ ＮＧの時 

 
0x15+(Cr･Lf) 

 

測定データ２+(Cr･Lf)再送 

 

測定データ２ ＯＫの時 

 

測定データ２ ＮＧの時 

 

測定データ２+(Cr･Lf) 

 

0x06+(Cr･Lf) 

 

0x15+(Cr･Lf) 
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4.1.3  SF コマンド 

   

 “ＳＦ”コマンド 

本コマンドを本器に送信することにより、測定を開始します。測定が終了すると、本器より

測定データがテキストで返送されます。 

①  PC から本器への送信 

RS-232C の通信をアクティブ状態にした後、文字列 ”ＳF” （ASCII コード 53H 

46H）を送出し、続けてＣr (０Dｈ)、Ｌf (０Ａｈ)を送出します。 

② 本器からの受信確認 

本器が ”ＳF”＋(Cr･Lf)を受信すると、確認コマンドとして “ＯＫ”＋(Cr･Lf)を返信し、

測定を開始します。 

例としてデリミタは(Cr･Lf)で説明しています。デリミタを(Cr)に変更することができます。               

☞「3.10 リモートコマンドの終端コード」 

 

③ 積分時間の通信 

積分時間の算出完了後、測定の積分時間が本器より送信されます。 

 

④ 測定データの通信 

測定終了後、測定条件および測定データが本器より送信されます。データは 1 データ列の

最後にデリミタ(Cr･Lf)が付いて送信されます。全データの送信が終了すると、最後に終了

コードとして”ＥＮＤ”が送信されます。 

測定データの出力フォーマット☞「4.2.1 リモート測定の出力フォーマット」 

通信方式は、設定により異なります。 

通信方式の設定☞「3.9 データ通信方式」 

メモ 
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（１）Normal Type 

この方法を選択した場合（２） CS900 Type と比べて 0x60、0x15 のデータの

チェックを行いません。SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R/SR-3AR よりデータを

“ＥＮＤ”まで送信し続けます。 

          PC            コマンド、通信方向        計測器 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     ・ 

                     ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“SF”+(Cr ･ Lf)

０Dh 
“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

測定データ１+(Cr･Lf) 

 

“END”+(Cr･Lf) 

 

測定開始 

･ ･ ･ ･ ･ 

測定終了 

データ通信 

測定データ２+(Cr･Lf) 

 

測定データ４１４+(Cr･Lf) 

 

積分時間＋(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 
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（２）CS900 Type 

この方式を選択しますと本器より１データ送信する毎に CS-900A より 

データが正解の場合、0x06+(Cr･Lf)が送信され、 

データが誤りの場合、0x15+(Cr･Lf)が送信されます。 

0x15+(Cr･Lf)が CS-900A より送信された場合、データの再送を行います。 

但し、データの再送は 1データにつき 1回のみで２回連続誤りの場合は 

“ＥＮＤ”+(Cr･Lf)を出力し通信を終了します。 

 

          PC               コマンド、通信方向        計測器 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

                                         

                ・ 

                ・ 

                ・ 

 

 

 

“ST”+(Cr ･Lf)

０Dh 
“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

測定データ１+(Cr･Lf) 

 

“END”+(Cr･Lf) 

 

測定開始 

･ ･ ･ ･ ･ 

測定終了 

データ通信 

測定データ１ ＯＫの時 

 
0x06+(Cr･Lf) 

 

測定データ２+(Cr･Lf) 

 

測定データ２ ＮＧの時 

 
0x15+(Cr･Lf) 

 

測定データ２+(Cr･Lf)再送 

 

測定データ２ ＯＫの時 

 

測定データ２ ＮＧの時 

 

測定データ２+(Cr･Lf) 

 

0x06+(Cr･Lf) 

 

0x15+(Cr･Lf) 

 

積分時間＋(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 
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4.1.4  STB コマンド 

   

 “ＳＴＢ”コマンド 

   本コマンドを本器に送信することにより、測定を開始します。測定が終了すると、本器より 

   測定データをバイナリデータ（ビックエンディアン）で返送します。”ST”コマンドとの違

いは以下のとおりです。 

測定データの出力フォーマット☞「4.2.1 リモート測定の出力フォーマット」 

１．”ST”コマンドより高速通信が可能です。 

２．再送機能サポートがありません。 

分光モード/測色モードの区別がなく、常に分光放射輝度を出力します。分光モードでご

使用ください。 

 

      PC             コマンド、通信方向         計測器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“STB”(テキスト)+(Cr･Lf) 

“OK”(テキスト)+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

測定開始 

･ ･ ･ ･ ･ 

測定終了 

データ通信 

ヘッダ部（バイナリ） 

 

データ部（バイナリ） 

 

メモ 
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4.1.5  D0/D1 コマンド 

 

出力データのフォーマットを設定します。 

 

  D0 ： 分光放射輝度を含めた全データ 

  D1 ： 分光放射輝度を除いたデータ 

  詳しいフォーマットは 4.2 出力フォーマットを参照して下さい。 

  電源を ON した時は、“Ｄ０” に設定されます。 

 

          PC            コマンド、通信方向          計測器 

 

 

 

 

 

 

4.1.6  A0/A1/A2/A3 コマンド 

 

本器の測定モードを切り換えます。 

この設定は電源 OFF 後も記憶しています。このコマンドを送信せずに“ST”コマンドを送信す

ると送信前に設定されている測定モードで測定します。 

 

  コマンド       測定モード 

  A0            ： AUTO 

   A1_#####        ： FREQ   _ はスペース。#####は周波数 

                                     1.5～250 Hz 

Ａ2_#####         ： MANU   _ はスペース。#####は積分時間 

                            SR-LEDW：10～120 000 ms 

SR-UL2/SR-UL1R：20～120 000 ms 

                         SR-3AR : 20～15 000 ms 

A3           ： SYNC 

          PC           コマンド、通信方向            計測器 

 

 

 

 

“A0”､”A1”､”A2”または”A3”+(Cr･Lf)  

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

“Ｄ０”または”Ｄ１”+(Cr･Lf) 

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 
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4.1.7 KW[n]コマンド 

 

本器に補正係数を書き込みます。n は 0～400 を入力し、380～780 nm まで 1 nm 間隔に

対応します。係数は 1 波長単独で入力可能で、”ＫＷ[n]＿＃．＃＃＃” で送信します。 

本器が補正係数を受信すると、受信確認コマンドとして ”ＯＫ” を返信します。 

 

例） ＫＷ０＿１．０００＋（Ｃｒ・Ｌｆ）  ＿はスペース 

  ｎ＝０（３８０ｎｍ）に補正係数１．０００を入力  

    ＫＷ０ ： ３８０ ｎｍ 

     ＫＷ１ ： ３８１ ｎｍ 

    ＫＷ２ ： ３８２ ｎｍ 

    ・ ・ ・ ・ ・ 

    ・ ・ ・ ・ ・ 

  ＫＷ３９９： ７７９ ｎｍ 

  ＫＷ４００： ７８０ ｎｍ 

 

PC         コマンド、通信方向          計測器 

 

 

 

 

 

 

 

“KWn_#.###”+(Cr･Lf) 

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 
“KWn_#.###”+(Cr･Lf) 

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 
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4.1.8 KR[n]コマンド 

 

本器に記憶している補正係数を読み出します。n は 0～400 を入力し、380～780nm まで

1nm 間隔に対応します。 

   ＫＲ０ ： ３８０ ｎｍ 

    ＫＲ１ ： ３８１ ｎｍ 

    ＫＲ２ ： ３８２ ｎｍ 

    ・ ・ ・ ・ ・ 

   ＫＲ３９９： ７７９ ｎｍ 

   ＫＲ４００： ７８０ ｎｍ 

 

PC         コマンド、通信方向         計測器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.9 KX/KY/KZ コマンド 

 

本器に三刺激値 XYZ 用補正係数を書込みます。 

KX_##### ： _ はスペース。#####は補正係数。 

KY_##### ： _ はスペース。#####は補正係数。 

KZ_##### ： _ はスペース。#####は補正係数。 

 

          PC          コマンド、通信方向           計測器 

 

 

 

 

 

 

“KX”, “KY” または“KZ”+(Cr･Lf) 

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

“KRn”+(Cr･Lf) 

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

“KRn”+(Cr･Lf) 

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

補正係数+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf ・  ・  ・  ・ 

・ 

”+Cr & Lf 

補正係数+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 
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4.1.10 KXR/KYR/KZR コマンド 

 

本器内の三刺激値 X、Y、Z 用の補正係数、三刺激値に対するコメントを読出します。 

KXR_##### ： _ はスペース。#####は補正係数。 

KYR_##### ： _ はスペース。#####は補正係数。 

KZR_##### ： _ はスペース。#####は補正係数。 

 

   PC      コマンド、通信方向          計測器 

 

  KXR/KYR/KZR+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  補正係数+(Cr･Lf) 

  END+(Cr･Lf) 

 

4.1.11 DR[n]コマンド 

 

ローカル測定を行い、本器に記憶された測定データをコンピュータに読み出します。 

n は 1～50で指定します。               ☞「１.3.2 PC の接続」 

☞「４２.2内部記憶データ読み出しの出力フォーマット」 

 

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“DRn”+(Cr･Lf) 

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

“380”+(Cr･Lf) 

“780…”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

データ番号+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

“END”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

・  ・  ・  ・ 

・ 

”+Cr & Lf 

・  ・  ・  ・ 

・ 

”+Cr & Lf 
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4.1.12 KO1/KO2/KN1/KN2 コマンド 

 

本器内の補正係数の使用の有無を切り換えます。 

KO1 ： 本器内の分光用補正係数を使用する設定に切り換えます。 

KO2 ： 本器内の三刺激値用補正係数を使用する設定に切り換えます。 

KN1 ： 本器内の分光用補正係数を使用しない設定に切り換えます。 

KN2 ： 本器内の三刺激値用補正係数を使用しない設定に切り換えます。 

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

  KO1/KO2/KN1/KN2+(Cr･Lf) 

   

      OK+(Cr･Lf) 

 

 

4.1.13 KOR1/KOR2 コマンド 

 

本器内の補正係数の設定を読出します。 

KOR1:分光用の補正係数の設定の有効/無効を読出します。 

KOR2:三刺激値用の補正係数の設定の有効/無効を読出します。 

 

KOR コマンドに対して計測器から受信した結果 1: 有効 0:無効 

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

  KOR+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  設定+(Cr･Lf) 

  END+(Cr･Lf) 
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4.1.14 CIE コマンド 

 

本器に CIE 等色関数（視野）の設定を書込みます。 

CIE_# ： #は CIE 等色関数（視野）の設定 2または 10。 

#は 0 : 2度視野、 1: 10 度視野 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

  

  CIE+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

 

 

4.1.15 CIER コマンド 

 

本器内の CIE 等色関数（視野）の設定を読出します。 

 

PC         コマンド、通信方向       計測器 

 

  CIER+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  設定+(Cr･Lf) 

  END+(Cr･Lf) 

 

4.1.16 LDF コマンド 

 

本器の輝度表示書式の設定を切り換えます。 

LDF# ： #は輝度表示書式。 

0:Decimal 1:Exponential 

PC         コマンド、通信方向       計測器 

 

  LDF+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 
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4.1.17 LDFR コマンド 

 

本器内の輝度表示書式の設定を読出します。 

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

  LDFR+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  輝度表示書式+(Cr･Lf) 

  END+(Cr･Lf) 

 

4.1.18 LDD コマンド 

 

本器の輝度表示書式の表示桁数を設定します。 

LDD_#_# ： #は表示桁数。 

左側:整数桁数(６～１０) 右側:小数桁数(0～3) 

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

  LDD+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

 

 

 

4.1.19 LDDR コマンド 

 

本器内の輝度表示書式の表示桁数の設定を読出します。 

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

  LDDR+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  整数桁数+(Cr･Lf) 

  小数桁数+(Cr･Lf) 

  END+(Cr･Lf) 
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4.1.20 FLD1/FLD2/FLD3/FLD4 コマンド 

 

本器の測定角の設定を切り替えます。 

FLD1 ： 測定角を 2.0位置に切り替えます。 

FLD2 ： 測定角を 1.0位置に切り替えます。 

FLD3 ： 測定角を 0.2位置に切り替えます。 

FLD4 ： 測定角を 0.1位置に切り替えます。 

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

  FLD1/FLD2/FLD3/FLD4+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

 

 

 

4.1.21 FLDR コマンド 

 

本器内の現在の測定角の設定を読出します。 

1 ： 測定角は 2.0位置にあります。 

2 ： 測定角は 1.0位置にあります。 

3 ： 測定角は 0.2位置にあります。 

4 ： 測定角は 0.1位置にあります。 

 

PC         コマンド、通信方向       計測器 

 

  FLDR+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  設定+(Cr･Lf) 

  END+(Cr･Lf) 
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4.1.22 ＮＬコマンド 

 

本器に積分時間ディレイ機能の積分時間を設定します。 

NL_#### ： #は積分時間。単位は ms (50～3000)。 

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

  NL+(Cr･Lf) 

   

OK+(Cr･Lf) 

 

4.1.23 ND/NF コマンド 

 

本器の積分時間ディレイ機能の有効/無効を切り換えます。 

ND ： 積分時間ディレイ機能を有効にします。 

NF ： 積分時間ディレイ機能を無効にします。 

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

  ND/NF+(Cr･Lf) 

   

OK+(Cr･Lf) 

 

4.1.24 HS/HS2/HS3/NS コマンド 

 

本器の測定スピードモードを切り換えます。 

NS ： 本器の測定スピードを Normal(通常測定)モードにします 

HS ： 本器の測定スピードを High Speed(高速測定)モードにします。 

HS2 ： 本器の測定スピードを High Speed2(高速測定 2)モードにします。 

HS3 ： 本器の測定スピードを High Speed3(高速測定 3)モードにします。 

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

  HS/NS/HS2/HS3+(Cr･Lf) 

   

OK+(Cr･Lf) 
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4.1.25 HCL コマンド 

 

4.1.28 にてHigh Speed、High Speed2、High Speed3モードを選択した場合、キャリブ

レーションを行います。ファインダシャッタを閉じて以下のとおり実行してください。また、

本コマンドは毎回行う必要はありません。 

 

PC         コマンド、通信方向      計測器 

 

  HCL+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  約４分お待ちください 

  END+(Cr･Lf) 

4.1.26 HSR コマンド 

 

本器内の測定スピードの設定を読出します。 

 

PC         コマンド、通信方向      計測器 

 

  HSR+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  設定+(Cr･Lf) 

  END+(Cr･Lf) 

 

HSR コマンドに対して計測器から受信した結果  

0: 高速測定モード  1: 通常測定モード  2: 高速測定 2モード  3: 高速測定 3 モード 

4.1.27 WHO/SRL/VER コマンド 

 

本器の輝度計名称、製造番号、プログラムのバージョンを読出します。 

 

PC         コマンド、通信方向         計測器  

 

  WHO/SRL/VER+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  輝度計名称/製造番号/バージョン 
  +(Cr･Lf) 

  END+(Cr･Lf) 
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4.1.28 FX INTEG コマンド 

 

FIX INTEG モード測定に適用する最適な内蔵フィルタ位置及び積分時間を抽出するための測定

を行います。測定が正常に終了すると抽出内蔵フィルタ位置及び積分時間を返答し、設定を行

います。  （SR-LEDW のみ） 

 

 

PC         コマンド、通信方向          計測器 

                FX + (Cr・Lf)  

OK + (Cr・Lf) 

積分時間+ (Cr・Lf) 

 内蔵フィルタ位置+ (Cr・Lf) 

       END” + (Cr・Lf) 

 

 

 
お願い 

抽出された内蔵フィルタ位置及び積分時間が測定に適用されるため実測定と

同様の測定条件（測定角、測定対象物、測定距離等）にて実施してくださ

い。測定条件が異なると測定精度が低下する場合があります。 

 

 
お願い 

FIXINTEG モード用、内蔵フィルタ位置及び積分時間は SR-LEDW 本体の 

電源を OFFにした時点で消去されます。 

 

4.1.29 FO コマンド 

 

本器の測定モードを FIX INTEG モードに切り換えます。（SR-LEDW のみ） 

この設定は電源 OFF後も記憶しています。 

 

           PC           コマンド、通信方向            計測器 

 

 

 

 

 

 

 

 

FO+(Cr･Lf)  

“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 
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4.1.30 FG コマンド 

 

現在の FIX INTEGモードの設定を読出します。（SR-LEDW のみ） 

           PC           コマンド、通信方向            計測器 

”FG” + (Cr・Lf)    

“OK” + (Cr・Lf) 

積分時間+ (Cr・Lf) 

   内蔵フィルタ位置+ (Cr・Lf) 

    “END” + (Cr・Lf) 

 

    ・積分時間    ：  [ms]単位 

・内蔵フィルタ位置： １ → FILTER１ 

             ２ →  FILTER２ 

３ → FILTER３ 

             ４ →  FILTER４ 

５ → FILTER５ 

4.1.31 FS コマンド 

 

FIX INTEG モードで使用する内蔵フィルタ及び積分時間を任意設定することができます。 

（SR-LEDW のみ） 

 

FS_###_# ：  #は左側積分時間。単位は ms (50～１２０,000)。 

               右側内蔵フィルタ位置（１～５）  

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

 ”FS_積分時間_フィルタ位置” + (Cr・Lf) 

   

OK+(Cr･Lf) 

 

 

 
お願い 

FIX INTEG モード用、内蔵フィルタ位置及び積分時間は SR-LEDW 本体の

電源を OFFにした時点で消去されます。 
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4.1.32 FXQ コマンド 

 

FIX FREQモードで使用する内蔵フィルタ及び周波数、測定モードを FIX FREQ モードに 

設定することができます。 

 

FXQ_###_# ：  #は左側周波数。単位は Hz (１.5～２５０)。 

                右側内蔵フィルタ位置（１～ ３ ｏｒ ５）  

 

PC         コマンド、通信方向        計測器 

 

 ”FXQ_周波数_フィルタ位置” + (Cr・Lf) 

   

OK+(Cr･Lf) 

 

4.1.33 IMD コマンド 

 

本器にデータ通信方式を設定します。 

IMD_# ： #は 0または 1。 

0:Normal type 1:CS900 type 

 

PC         コマンド、通信方向      計測器 

 

  IMD_データ通信方式+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

 

4.1.34 IMDR コマンド 

 

本器内のデータ通信方式の設定を読出します。 

 

PC         コマンド、通信方向      計測器 

 

  IMDR+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  設定+(Cr･Lf) 

  END+(Cr･Lf) 
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4.1.35 STCT コマンド 

 

 “STCT”コマンド 

本コマンドを本器に送信することにより、測定を開始します。測定が終了すると、本器より

指定した測定データがテキスト、カンマ区切りで返送されます。 

 例としてデリミタは(Cr･Lf)で説明しています。デリミタを(Cr)に変更することができます。               

☞「3.10 リモートコマンドの終端コード」 

 

測定データの通信 

測定終了後、指定した測定データが本器より送信されます。データの最後にデリミタ(Cr･Lf)

が付いて送信されます。データの送信が終了すると、最後に終了コードとして“ＥＮＤ”が

送信されます。 

測定データの出力フォーマット☞「4.2.1 リモート測定の出力フォーマット」 

通信方式は、設定により異なります。 

通信方式の設定☞「3.9 データ通信方式」 

CS900 Type の通信☞「4.1.2 ST コマンド」 

 

本器に取得する測定データ種別を設定します。 

STCT_#  ： #は測定データ種別（1～8） 

1: 輝度、色度 xy 2: 輝度、色度 u’v’ 3: 三刺激値 XYZ 

4: 三刺激値 XYZ、色度 xy 5: 三刺激値 XYZ、色度 u’v’ 

6: 色温度、偏差 7: 分光放射輝度（380nm～780nm） 

8: 波長位置、最大分光放射輝度 

 

PC         コマンド、通信方向      計測器 

 

  STCT_測定データ種別+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定データ+(Cr･Lf) 

 
“END”+(Cr･Lf) 

 

測定開始 

･ ･ ･ ･ ･ 

測定終了 

メモ 



   - 94 - 

4.1.36 CMF コマンド 

 

 本器に CIE 等色関数（種別）を設定します。 

CMF_# ： #は 0または 1。 

0:CIE1931 1:CIE170-2：2015 

 

PC         コマンド、通信方向      計測器 

 

  CMF_等色関数種別+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

 

 

4.1.37 CMFR コマンド 

 

本器内の CIE 等色関数（種別）の設定を読出します。 

 

PC         コマンド、通信方向      計測器 

 

  CMFR+(Cr･Lf) 

  OK+(Cr･Lf) 

  設定+(Cr･Lf) 

  END+(Cr･Lf) 
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4.1.38 CXL コマンド 

   

測定中に本コマンドを送信すると本器は即時測定を停止し、エラーコードを送信します。 

測定途中の測定データは送信されません。測定中以外の場合は、受信確認コマンドが送信され

ます。 

①測定中の場合 

 

          PC            コマンド、通信方向        計測器 

        

 

 

      測定開始 

      ・・・・・ 

“CXL” +(Cr･Lf) 

測定停止 

“E002” +(Cr･Lf) 

“END”+(Cr･Lf) 

 

 本器が測定データ送信中に本コマンドを受信した場合には、測定データ送信完了後

受信確認コマンドを送信します。測定データ送信中はコマンドを受け付けません。 

 

②測定データ送信中の場合 

 

          PC            コマンド、通信方向        計測器 

        

 

 

      測定開始 

      ・・・・・ 

     測定終了 

     データ通信 

“CXL” +(Cr･Lf) 

測定データ 414+(Cr･Lf) 

“END”+(Cr･Lf) 

“OK”+(Cr･Lf) 

 

“ST”+(Cr ･Lf)

０Dh 
“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 

メモ 

“ST”+(Cr ･Lf)

０Dh 
“OK”+(Cr･Lf) 

”+Cr & Lf 
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4.2 出力フォーマット 

 4.2.1 リモート測定の出力フォーマット 

（１）“ＳＴ”コマンド 

本コマンドで測定を行うと以下のような測定結果をテキストで返送します。 

 ☞「4.１.２ ST コマンド」 

 列番号       出力データ                備考 

1. 2   観測測定角 

2. 100   積分時間 
3. 9.335E-01  放射輝度 
4. 1.490E+02  輝度 
5. 1.631E+02  三刺激値 Ｘ 
6. 1.490E+02  三刺激値 Ｙ 
7. 5.374E+01  三刺激値 Ｚ 
8. 0.4458   色度 ｘ 
9. 0.4073   色度 ｙ 

  10.   0.2549  色度 ｕ’ 
  11.   0.5240  色度 ｖ’ 
  12.   2882   色温度 
  13.   0.0002   偏差 
  14.   380  2.141231E-04    波長、分光放射輝度 
  15.   381  2.420037E-04 
  …  ･･･････････････････  
 413.   779  4.325765E-03 
 414.   780  4.294558E-03 
 415.   END        データ終了コマンド 

 

 

※ 分光放射輝度モード（D0 ST）により測定した場合は、上表 1 列目から 415 列目のデータ

が返送されます。 

※ 測色モード（D1 ST）により測定した場合は、上表 1 列目から 13列目のデータおよび 

415 列目が返送されます。 
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（２）“ＳＦ”コマンド 

本コマンドで測定を行うと以下のような測定結果をテキストで返送します。 

 ☞「4.１.３ SＦコマンド」 

 列番号       出力データ                備考 

1. 100   積分時間 
2. 2   観測測定角 
3. 100   積分時間 
4. 9.335E-01  放射輝度 
5. 1.490E+02  輝度 
6. 1.631E+02  三刺激値 Ｘ 
7. 1.490E+02  三刺激値 Ｙ 
8. 5.374E+01  三刺激値 Ｚ 
9. 0.4458   色度 ｘ 

  10. 0.4073   色度 ｙ 
  11. 0.2549   色度 ｕ’ 
  12.   0.5240  色度 ｖ’ 
  13.   2882   色温度 
  14.   0.0002   偏差 
  15.   380  2.141231E-04    波長、分光放射輝度 
  16.   381  2.420037E-04 
  …  ･･･････････････････  
 414.   779  4.325765E-03 
 415.   780  4.294558E-03 
 416.   END        データ終了コマンド 

 

※ 分光放射輝度モード（D0 ST）により測定した場合は、上表 1 列目から 416 列目のデータ

が返送されます。 

※ 測色モード（D1 ST）により測定した場合は、上表 1 列目から 14列目のデータおよび 

416 列目が返送されます。 

※ 上表 1列目から 2 列目が返送されるまでの時間は積分時間により異なります。 
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（３）“ＳＴＢ ”コマンド 

本コマンドで測定を行うと以下のように測定結果をバイナリデータ（ビックエンディア

ン）で返送します。 

☞「4.１.３ STB コマンド」 

・分光モード/測色モードの区別がなく、常に分光放射輝度を出力します。分光モードで

ご使用ください。 

 

１ ヘッダ部 

データ部を受信するために必要な情報です。 

開始バイト 内容 データ型 サイズ 要素数 備考 

１ データ部のサイズ 符号なし整数 ４ １  

５ データ部のチェックサム 符号なし整数 １ １  

  データサイズ ５Ｂ(バイト)   

データ部のチェックサム：データ部をバイト単位で最初から順に加算し、総計の下位１Ｂ（バイ

ト）を抽出したもの。  

2 データ部（測定終了時） 

開始バイト 内容 データ型 サイズ 要素数 備考 

１ 測定角 符号なし整数 １ １ 1:2°,2:1°,3:0.2°,4:0.1° 

２ 積分時間 浮動小数点数 ４ １  

６ 放射輝度 浮動小数点数 ４ １  

１０ 輝度 浮動小数点数 ４ １  

１４ 三刺激値 X 浮動小数点数 ４ １  

１８ 三刺激値 Y 浮動小数点数 ４ １  

２２ 三刺激値 Z 浮動小数点数 ４ １  

２６ 色度 x 浮動小数点数 ４ １  

３０ 色度 y 浮動小数点数 ４ １  

３４ 色度 u’ 浮動小数点数 ４ １  

３８ 色度 v’ 浮動小数点数 ４ １  

４２ 色温度 Tc 浮動小数点数 ４ １ 算出できない場合は-1 固定 

４６ 偏差 duv 浮動小数点数 ４ １ 色温度 Tc が算出できない場合

は偏差も算出できないため-１

固定 

５０ 波長位置 符号なし整数 ２ １ ３８０ nm 固定 

５２ 分光放射輝度 浮動小数点数 ４ １ ３８０ nm の分光放射輝度 

５６ 波長位置 符号なし整数 ２ １ ３８１固定 

５８ 分光放射輝度 浮動小数点 ４ １ ３８１ nm の分光放射輝度 

      

２４５０ 波長位置 符号なし整数 ２ １ ７８０固定 

２４５２ 分光放射輝度 浮動小数点数 ４ １ ７８０ nm の分光放射輝度 

２４５６ “END”+Cr+Lf 固定 文字コード １ ５  

  データサイズ ２４６０Ｂ   

３ データ部（エラー時） 

開始バイト 内容 データ型 サイズ 要素数 備考 

１ エラーコード 文字コード １ ４  

５ “END”+( Cr･Lf) 文字コード １ ５  

  データサイズ ９   

エラーコード☞「５.2 通信におけるエラーコード」 

・
・
・
・ 

・
・
・
・ 

・
・
・
・ 

・
・
・
・ 

・
・
・
・ 

メモ 
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（4）“STCT ”コマンド 

本コマンドで測定を行うと以下のように測定結果をテキスト、カンマ区切りで返送します。 

☞「4.１.３9 STCT コマンド」 

 

データ種別 出力データ 備考 

１ 1.490E+02,0.4458,0.4073+(Cr･Lf) 

“END”+(Cr･Lf) 

輝度、色度 x、色度 y 

データ終了コマンド 

2 1.490E+02,0.2549,0.5240+(Cr･Lf) 

“END”+(Cr･Lf) 

輝度、色度 u’、色度 v’ 

データ終了コマンド 

3 1.631E+02,1.490E+02,5.374E+01+(Cr･Lf) 

“END”+(Cr･Lf) 

三刺激値 X、Y、Z 

データ終了コマンド 

4 1.631E+02,1.490E+02,5.374E+01, 

0.4458,0.4073+(Cr･Lf) 

“END”+(Cr･Lf) 

三刺激値 X、Y、Z 

色度 x、色度 y 

データ終了コマンド 

5 1.631E+02,1.490E+02,5.374E+01, 

0.2549,0.5240+(Cr･Lf) 

“END”+(Cr･Lf) 

三刺激値 X、Y、Z 

色度 u’、色度 v’ 

データ終了コマンド 

6 2882,0.0002+(Cr･Lf) 

“END”+(Cr･Lf) 

色温度、偏差 

データ終了コマンド 

7 2.141231E-04,2.420037E-04･････, 

4.325765E-03,4.294558E-03+(Cr･Lf) 

“END”+(Cr･Lf) 

分光放射輝度 

(380～780nm) 

データ終了コマンド 

8 554, 2.141231E-03 

“END”+(Cr･Lf) 

波長位置、最大分光放射輝度 

データ終了コマンド 

 

※ データ種別 7、8にて測色モード（D1 STCT）により測定した場合は、データ終了コマンド

“END”のみが返送されます。 

 



   - 100 - 

4.2.2 内部記憶データ読み出しの出力フォーマット 

  

ローカルモードで測定し、本器に記憶したデータの出力フォーマット 

    

 列番号     出力データ     備考 

   1. n   データ番号 
   2. 2   観測測定角 
   3. 100   積分時間 

     4. 9.335E-01  放射輝度 
     5. 1.490E+02  輝度 
     6. 1.631E+02  三刺激値 Ｘ 
     7. 1.490E+02  三刺激値 Ｙ 

   8. 5.374E+01  三刺激値 Ｚ 
   9. 0.4458   色度 ｘ 
  10.   0.4073   色度 ｙ 
  11.   0.2549   色度 ｕ’ 
  12.   0.5240   色度 ｖ’ 
  13.   2882   色温度 
  14.   0.0002   偏差 
  15.   380  2.141231E-04    波長、分光放射輝度 
  16.   381  2.420037E-04 
  …  ･･･････････････････  
 414.  779  4.325765E-03 
 415.  780  4.294558E-03 

     416.  END        データ終了コマンド  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   - 101 - 

4.3 USB ドライバのインストール 
 

USB ドライバをインストールする手順は以下のとおりです。 

 

1 CD-ROM ドライブに CD-ROMをセットします。 

 

2 エクスプローラーから CD-ROM ドライブを開き、[USB_DRIVER]フォルダ内の

[OS 名]-[x64] or [x86]フォルダにある dpinst.exe ファイルをダブルクリックし

ます。 

例：Windows10/11(64bit) の場合は、以下になります。 

       USB_DRIVER \Windows10\x64 

 

対応OS Windows® 10 Pro (32bit／64bit) 

Windows® 11 Pro (64bit) 

 

3   ユーザーアカウント制御ダイアログが表示されます。[はい]ボタンをクリックします。 

 

4 デバイスドライバのインストールウィザードダイアログが表示されますので、[次へ]

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 以下の画面が表示され、インストールを開始します。 
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6 ドライバのインストールが完了すると、以下の画面が表示されます。[完了]ボタンを

クリックします。 
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  5. エラー表示 
 

5.1 本体エラー表示               
    

エラー表示 内容 処置 

Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ！！ 

 

Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ Ｎｏｔ ｓｅｔ 

Ｐｌｅａｓｅ Ｐｏｗｅｒ ＯＦＦ 

本体内部が高温になっている

ため保護回路がはたらいてい

ます。電源を OFF にしてく

ださい。 

電源を OFF し、使用条件（SR-

LEDW/SR-UL2/SR-UL1R：0

～30 ℃、 SR-3AR：０～３

５ ℃）の環境下にて 30 分程度

放置した後、電源を ON してく

ださい。 

Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ！！ 

 

Ｌｏｗ Ｂａｔｔｅｒｙ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ :ＦＵＮＣＴＩＯＮ 

①Ｃｏｎｔｉｎｕｅ :ＦＵＮＣＴＩＯＮ 

②Ａｕｔｏ Ｃｏｎｔｉｎｕｅ 

 

バックアップバッテリーの電

源容量が低下しています。

[FUNCTION]スイッチを押

してください。 

① [FUNCTION]スイッチを

押してください。 

②操作は不要です。 

測定データバックアップ用バッ

テリーの容量が低下し、計測器

内部に保存されたデータが消去

されています。LowBattrey 動

作の設定内容確認の上、処置を

してください。 

☞「3.22 LowBattrey 動作」 

＊＊＊  ＥＲＲＯＲ    ＊＊＊ 

  Ｅ００１ 

Ｏｖｅｒ Ｒａｎｇｅ 

ｈｉｔ ａｎｙ ｋｅｙ 

測定範囲を超えています。い

ずれかのスイッチを押してく

ださい。 

測定対象物の明るさを暗くす

る、より小さい測定角を選択す

る、または減光フィルタを挿入

する等の処置をしてください。 

＊＊＊  ＥＲＲＯＲ    ＊＊＊ 

  Ｅ００４ 

Ｓｙｎｃ Ｅｒｒｏｒ 

ｈｉｔ ａｎｙ ｋｅｙ 

外部同期信号の取込みエラー 

いずれかのスイッチを押して 

ください。 

外部同期信号の取込みが異常で

す。同期信号の発生装置及び

BNC ケーブルの接続を確認して

ください。 

＊＊＊  ＥＲＲＯＲ    ＊＊＊ 

  ＥＸＸＸ 

Ｃｏｍｍ Eｒｒｏｒ 

 

Ｅ005～Ｅ00８ 

通信エラーです。 

通信条件を確認してください。 

＊＊＊  ＥＲＲＯＲ    ＊＊＊ 

  Ｅ０１０ 

Ｆｉｘ Ｍｏｄｅ Ｍｅａｓｕｒｅ ＮＧ 

ｈｉｔ ａｎｙ ｋｅｙ 

FIX ＊＊＊モードの測定角と

Shutter の組み合せが不適切

です。 

※E901が併発します。 

FIX ＊＊＊モードの Shutter 

設定を確認してください。 

＊＊＊  ＥＲＲＯＲ    ＊＊＊ 

  Ｅ９ＸＸ 

  ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ 

ｈｉｔ ａｎｙ ｋｅｙ 

E900～E999 

内部エラーです。いずれかの

スイッチを押してください。 

※E010 が併発している場合

は、E010 の処置を実施し

てください。 

内部エラーです。 

当社又はお買い上げの販売店ま

でご相談ください。 

● 上記の処置を行った後もエラーが表示される場合は修理が必要な場合があります。 

当社または、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
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5.2 通信におけるエラーコード 
 

PC と接続して測定を行っている時、本器にエラーが発生すると PC に対して下記のエラーメッ

セージを送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラ－コード 内    容 

Ｅ００１ 

オーバーレンジ 

測定対象物の明るさが本器の測定範囲を超えたときに本コードが返送されま

す。 

測定対象物の明るさを暗くする、より小さい測定角を選択する、または減光フ

ィルタを挿入する等の処置をしてください。 

Ｅ００２ 
リモート測定中に本体側で[MEAS./HOLD]スイッチが押された又は、測定キ

ャンセルコマンドを受信したため測定を中止しました。 

Ｅ００４ 
本体側で外部同期信号の取込み異常です。同期信号の発生装置及び BNC ケー

ブルの接続を確認してください。 

Ｅ０１０ 
FIX ＊＊＊モードの測定角と Shutterの組み合せが不適切です。 

FIX ＊＊＊モードの Shutter 設定を確認してください。 

Ｅ９００ 

  ～９９９ 

本体側で内部エラーが発生しています。当社又はお買い上げの販売店までご相

談ください。 

※E901の場合、E010と併発している場合があります。 

 本体に E010 も表示されている場合は、FIX ＊＊＊モードの Shutte 設定 

を確認してください。 
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6. 付録 
仕様・性能 

■SR-LEDW 仕様・性能 
光学系 

 対物レンズ  焦点距離  ｆ＝８２ ｍｍ  Ｆ ２．５ 

 接眼レンズ  ファインダ視野 ５ ° 

   視度調整範囲 ±５ ｄｉｏｐｔ 

分光器 

  スペクトル波長幅 ５～８ ｎｍ 

 分光方式  ポリクロメータ 

  分散素子  回折格子 

受光素子  電子冷却型リニアアレイセンサ 

 測定角   ２°/  １°/  ０.２°/  ０.１°電動切換式 

測定距離  ３５０ ｍｍ ～ ∞ （対物レンズ金物先端からの距離） 

測定波長範囲  ３８０ ｎｍ ～ ７８０ ｎｍ 

波長分解能  １ ｎｍ 

測定モード  オート／マニュアル（周波数／積分時間）、外部垂直同期信号入力 

 

測定径                               （ mmφ) 

測定角 
測 定 距 離 (mm) 

350 400 500 600 800 1000 2000 5000 

2 ° 10.0 11.7 15.1 18.6 25.4 32.2 66.4 169 

1 ° 4.99 5.84 7.55 9.26 12.7 16.1 33.2 84.4 

0.2° 1.00 1.17 1.51 1.86 2.54 3.22 6.64 16.9 

0.1° 0.50 0.59 0.76 0.93 1.27 1.61 3.32 8.44 

   ※ 測定距離は、対物レンズ金物先端からの距離で示されています。 

      ※ この表の数値は設計基準値であり、実際の直径とは多少異なる場合があります。 

測定機能 

 表示モードにより、下記の測定が可能です。 

 ・ｘ､ｙ､Ｌv （ｘ､ｙ：色度、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・ｕ’､ｖ’､Ｌv （ｕ’､ｖ’：色度、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・Ｘ､Ｙ､Ｚ （Ｘ､Ｙ､Ｚ：三刺激値） 

 ・Ｔc､ｄuv､Ｌv （Ｔc：色温度 K、ｄuv：偏差、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・Ｌe  （Ｌe：放射輝度 W/sr･m２） 

 ファンクションモード内での設定により、２°視野／１０°視野の切り換え可能 

 

＊ 

Ｂ*         
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※ 表示精度は出荷時の精度です。 

   測定スピードモード 

  測定角 NORMAL SPEED モード HIGH SPEED モード 

測定輝度範囲 

（標準の光 A） 

２° ０．０００５ ～ １，５００，０００cd/㎡ ０．００５ ～ １，５００，０００cd/㎡ 

１° ０．００１５ ～ ４，５００，０００cd/㎡ ０．０１５ ～ ４，５００，０００cd/㎡ 

０.２° ０．０３７５ ～ ５，０００，０００cd/㎡ ０．３７５ ～ ５，０００，０００cd/㎡ 

０.１° ０．１５   ～ ２，０００，０００cd/㎡ １．５   ～ ２，０００，０００cd/㎡ 

精度 波長 - ±０．３ ｎｍ （水銀の特定輝線に対して) 

輝度 

※１ 

全測定角  

±２％ 

色度 

※１ 

２°  
 

 

 
 

ｘｙ±０．００２ 

 

ｘｙ ±０．００３（０．００５～ 

０．０５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（０．０５～cd/㎡） 

１° ｘｙ ±０．００３（０．０１５～ 

０．１５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（０．１５  ～  cd/㎡） 

０.２° ｘｙ ±０．００３（０．３７５～４cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（４     ～ cd/㎡） 

０.１° ｘｙ ±０．００３（１．５ ～１５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１５  ～    cd/㎡） 

繰返し性 輝度 

※２ 

２° １．５％（０．０００５～０．００５cd/㎡） 

０．４％（０．００５  ～０．１  cd/㎡） 

０．３％（０．１    ～     cd/㎡） 

１．５％（０．００５～０．０５cd/㎡） 

０．４％（０．０５  ～１   cd/㎡） 

０．３％（１     ～    cd/㎡） 

１° １．５％（０．００１５～０．０１５cd/㎡） 

０．４％（０．０１５  ～０．３  cd/㎡） 

０．３％（０．３    ～     cd/㎡） 

１．５％（０．０１５～０．１５cd/㎡） 

０．４％（０．１５  ～３   cd/㎡） 

０．３％（３      ～    cd/㎡） 

０.２° １．５％（０．０３７５～０．４  cd/㎡） 

０．４％（０．４    ～７．５  cd/㎡） 

０．３％（７．５    ～     cd/㎡） 

１．５％（０．３７５～４   cd/㎡） 

０．４％（４     ～７５  cd/㎡） 

０．３％（７５    ～    cd/㎡） 

０.１° １．５％（０．１５  ～１．５  cd/㎡） 

０．４％（１．５    ～３０   cd/㎡） 

０．３％（３０     ～     cd/㎡） 

１．５％（１．５  ～１５  cd/㎡） 

０．４％（１５    ～３００ cd/㎡） 

０．３％（３００   ～    cd/㎡） 

色度 

※３ 

２° ０．００５  （０．０００５ ～  

             ０．００５cd/㎡）

０．００１５（０．００５  ～０．１cd/㎡）

０．０００５（０．１    ～      cd/㎡） 

０．００５  （０．００５～  

             ０．０５cd/㎡） 

０．００１５（０．０５ ～１   cd/㎡） 

０．０００５（１    ～       cd/㎡） 

１° ０．００５ （０．００１５ ～ 

０．０１５cd/㎡） 

０．００１５（０．０１５ ～０．３ cd/㎡） 

０．０００５（０．３   ～    cd/㎡） 

０．００５  （０．０１５～ 

０．１５cd/㎡） 

０．００１５（０．１５  ～３   cd/㎡） 

０．０００５（３     ～    cd/㎡） 

０.２° ０．００５ （０．０３７５～０．４cd/㎡） 

０．００１５（０．４    ～７．５cd/㎡） 

０．０００５（７．５    ～   cd/㎡） 

０．００５  （０．３７５～４  cd/㎡） 

０．００１５（４     ～７５ cd/㎡） 

０．０００５（７５    ～   cd/㎡） 

０.１° ０．００５ （０．１５  ～１．５cd/㎡） 

０．００１５（１．５    ～３０  cd/㎡） 

０．０００５（３０     ～      cd/㎡） 

０．００５ （１．５   ～１５  cd/㎡） 

０．００１５（１５    ～３００cd/㎡） 

０．０００５（３００   ～      cd/㎡） 

※１ 標準の光Ａに対して、等色関数種別 ＣＩＥ１９３１にて 

※２ １０回の連続測定において、２標準偏差/平均値 

※３ １０回の連続測定において、最大値－最小値 
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※ 表示精度は出荷時の精度です。 

   測定スピードモード 

  測定角 HIGH SPEED 2 モード HIGH SPEED 3 モード 

測定輝度範囲 

（標準の光 A） 

２° ０．００５ ～ １，５００，０００cd/㎡ ０．０５ ～ １，５００，０００cd/㎡ 

１° ０．０１５ ～ ４，５００，０００cd/㎡ ０．１５ ～ ４，５００，０００cd/㎡ 

０.２° ０．３７５ ～ ５，０００，０００cd/㎡ ３．７５ ～ ５，０００，０００cd/㎡ 

０.１° １．５   ～ ２，０００，０００cd/㎡ １５   ～ ２，０００，０００cd/㎡ 

精度 波長 - ±０．３ ｎｍ （水銀の特定輝線に対して) 

輝度 

※１ 

全測定角  

±２％ 

色度 

※１ 

２°  
 

 

 
 

ｘｙ±０．００２ 

 

ｘｙ ±０．００３（０．０５～ 

０．５ cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（０．５  ～  cd/㎡） 

１° ｘｙ ±０．００３（０．１５～ 

１．５ cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１．５  ～    cd/㎡） 

０.２° ｘｙ ±０．００３（３．７５～４０cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（４０   ～  cd/㎡） 

０.１° ｘｙ ±０．００３（１５ ～１５０cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１５０～     cd/㎡） 

繰返し性 輝度 

※２ 

２° １．５％（０．００５～０．０５cd/㎡） 

０．４％（０．０５  ～１   cd/㎡） 

０．３％（１     ～    cd/㎡） 

１．５％（０．０５ ～０．５  cd/㎡） 

０．４％（０．５   ～１０   cd/㎡） 

０．３％（１０    ～    cd/㎡） 

１° １．５％（０．０１５～０．１５cd/㎡） 

０．４％（０．１５  ～３   cd/㎡） 

０．３％（３     ～    cd/㎡） 

１．５％（０．１５ ～１．５  cd/㎡） 

０．４％（１．５  ～３０   cd/㎡） 

０．３％（３０     ～     cd/㎡） 

０.２° １．５％（０．３７５～４   cd/㎡） 

０．４％（４     ～７５  cd/㎡） 

０．３％（７５    ～    cd/㎡） 

１．５％（３．７５ ～４０   cd/㎡） 

０．４％（４０   ～７５０ cd/㎡） 

０．３％（７５０  ～    cd/㎡） 

０.１° １．５％（１．５  ～１５  cd/㎡） 

０．４％（１５    ～３００ cd/㎡） 

０．３％（３００   ～    cd/㎡） 

１．５％（１５   ～１５０ cd/㎡） 

０．４％（１５０  ～３０００cd/㎡） 

０．３％（３０００ ～    cd/㎡） 

色度 

※３ 

２° ０．００５  （０．００５ ～  

           ０．０５ cd/㎡） 

０．０１５（０．０５     ～１    cd/㎡） 

０．０００５（１       ～     cd/㎡） 

０．００５  （０．０５～  

              ０．５cd/㎡） 

０．００１５（０．５  ～ １０  cd/㎡） 

０．０００５（１０   ～        cd/㎡） 

１° ０．００５ （０．０１５  ～ 

０．１５ cd/㎡） 

０．００１５（０．１５  ～３    cd/㎡） 

０．０００５（３     ～    cd/㎡） 

０．００５  （０．１５～ 

１．５  cd/㎡） 

０．００１５（１．５  ～３０    cd/㎡） 

０．０００５（３０   ～      cd/㎡） 

０.２° ０．００５ （０．３７５ ～４    cd/㎡） 

０．００１５（４      ～７５  cd/㎡） 

０．０００５（７５     ～   cd/㎡） 

０．００５  （３．７５～ ４０   cd/㎡） 

０．００１５（４０  ～７５０  cd/㎡） 

０．０００５（７５０ ～      cd/㎡） 

０.１° ０．００５ （１．５   ～１５ cd/㎡） 

０．００１５（１５     ～３００cd/㎡） 

０．０００５（３０    ～      cd/㎡） 

０．００５ （１５   ～１５０  cd/㎡） 

０．００１５（１５０ ～３０００cd/㎡） 

０．０００５（３０００～        cd/㎡） 

※１ 標準の光Ａに対して、等色関数種別 ＣＩＥ１９３１にて 

※２ １０回の連続測定において、２標準偏差/平均値 

※３ １０回の連続測定において、最大値－最小値 
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通信時間 

   測定時間（例） 

単位：秒
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 分光／測色 測定時間

USB(STBｺﾏﾝﾄﾞ） 分光 1.0
USB(STｺﾏﾝﾄﾞ） 分光 2.8
USB 測色 0.6
RS-232C 測色 0.8
RS-232C 分光 10.7  

上記 RS-232C による通信（例）の条件 

・測定サンプル     白色 LED 

・輝度         約 3,000cd/m2 

・測定角        ２° 

・積分時間       100ms 

・測定モード      FIX 

・測定スピードモード  HIGH SPEED 

・RS-232C パラメータ 9600bps_7bit_ODD_１bit 

※ＰＣ等の使用環境により通信時間は前後します。 

 

偏光特性  輝度 １ ％以下 分光放射輝度 ２ ％以下（４００～７８０ｎｍ） 

温度特性  輝度値に対して、±３ ％以内 

  （５℃～３０ ℃の範囲内において、２０ ℃の輝度を基準とする。） 

ウォームアップ時間 ４０分以上 

          以下の場合、ウォームアップは必要ありません。 

（測定角２°輝度 1cd/㎡ 以上  使用温度 ２３℃） 

校正基準  当社校正基準 

（標準の光A、23 ℃±3度、湿度：50 %R.H ±15 %R.H） 

表  示  ドットマトリクス液晶表示 ２０文字×４行 照明機能付 

インタフェース   ＵＳＢ2.0(フルスピードモード 12 Mbps 対応) 

   RS-232C 

    通信速度  ４８００／９６００／１９２００／３８４００ ｂｐｓ 

    データ長  ７ ビット／８ ビット 

    パリティ  偶数／奇数／なし 

    ストップビット １ ビット／２ ビット 

電  源  専用ＡＣアダプタ（標準付属品） 

消費電力  約３６ Ｗ 

使用温度  温度 ５℃～３０ ℃ 

   湿度 ８０ ％ＲＨ以下 

保存条件  温度 －１０ ℃～５０ ℃ 

  湿度 ８０ ％ＲＨ以下 

外形寸法  約４０６ ｍｍ（長さ）×１５０ ｍｍ（幅）×２３９ ｍｍ（高さ） 

質  量  約５．５ ｋｇ（本体のみ） 
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FCC Compliance Information 

This device complies with Part 15 of FCC Rules. Operation is subject to the following twoconditions: 
(1) the device may not cause interference, and 
(2) the device must accept anyinterference, including interference that may cause undesired operation 
of this device. 
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, 
pursuant to part 15 of the FCC Rules. 
These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference when the 
equipment is operated in commercial environment. This equipment generates, uses, and can radiate 
radio frequency energy and if not installed and used in accordance with the instruction manual, may 
cause harmful interference to radio communications. Operation of this equipment in a residential area 
is likely to cause harmful interference in which case the user will be required to correct the interference 
at his own expence. 
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■SR-UL2 仕様・性能 
光学系 

 対物レンズ  焦点距離  ｆ＝８２ ｍｍ  Ｆ ２．５ 

 接眼レンズ  ファインダ視野 ５ ° 

   視度調整範囲 ±５ ｄｉｏｐｔ 

分光器 

  スペクトル波長幅 ５～８ ｎｍ 

 分光方式  ポリクロメータ 

  分散素子  回折格子 

受光素子  電子冷却型リニアアレイセンサ 

 測定角   ２°/  １°/  ０.２°/  ０.１°電動切換式 

測定距離  ３５０ ｍｍ ～ ∞ （対物レンズ金物先端からの距離） 

測定波長範囲  ３８０ ｎｍ ～ ７８０ ｎｍ 

波長分解能  １ ｎｍ 

測定モード  オート／マニュアル（周波数／積分時間）、外部垂直同期信号入力 

 

測定径                               （ mmφ) 

測定角 
測 定 距 離 (mm) 

350 400 500 600 800 1000 2000 5000 

2 ° 10.0 11.7 15.1 18.6 25.4 32.2 66.4 169 

1 ° 4.99 5.84 7.55 9.26 12.7 16.1 33.2 84.4 

0.2° 1.00 1.17 1.51 1.86 2.54 3.22 6.64 16.9 

0.1° 0.50 0.59 0.76 0.93 1.27 1.61 3.32 8.44 

   ※ 測定距離は、対物レンズ金物先端からの距離で示されています。 

      ※ この表の数値は設計基準値であり、実際の直径とは多少異なる場合があります。 

測定機能 

 表示モードにより、下記の測定が可能です。 

 ・ｘ､ｙ､Ｌv （ｘ､ｙ：色度、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・ｕ’､ｖ’､Ｌv （ｕ’､ｖ’：色度、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・Ｘ､Ｙ､Ｚ （Ｘ､Ｙ､Ｚ：三刺激値） 

 ・Ｔc､ｄuv､Ｌv （Ｔc：色温度 K、ｄuv：偏差、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・Ｌe  （Ｌe：放射輝度 W/sr･m２） 

 ファンクションモード内での設定により、２°視野／１０°視野の切り換え可能 
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※ 表示精度は出荷時の精度です。 

   

測定角 

測定スピードモード 

  NORMAL SPEED モード HIGH SPEED モード 

測定輝度範囲 

（標準の光 A） 

２° ０．０００５～  ３,０００ cd/㎡ ０．００５～  ３,０００ cd/㎡ 

１° ０．００１５～  ９,０００ cd/㎡ ０．０１５～  ９,０００ cd/㎡ 

０.２° ０．０３７５～ ７０,０００ cd/㎡ ０．３７５～ ７０,０００ cd/㎡ 

０.１° ０．１５  ～３００,０００ cd/㎡ １．５  ～３００,０００ cd/㎡ 

精度 波長 - ±０．３ ｎｍ （水銀の特定輝線に対して) 

輝度 

※１ 

 

全測定角 
 

±２％ 

色度 

※１ 

２°  
 

 

 
 

ｘｙ ±０．００２  

ｘｙ ±０．００１３ ※４ 

 

ｘｙ ±０．００３（０．００５～ 

０．０５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（０．０５  ～    cd/㎡） 

１° ｘｙ ±０．００３（０．０１５～ 

０．１５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（０．１５  ～    cd/㎡） 

０.２° ｘｙ ±０．００３（０．３７５～  ４cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（４     ～   cd/㎡） 

０.１° ｘｙ ±０．００３（１．５   ～１５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１５    ～    cd/㎡） 

繰返し性 輝度 

※２ 

２° １．５％（０．０００５～０．００５cd/㎡） 

０．４％（０．００５  ～０．１  cd/㎡） 

０．３％（０．１    ～     cd/㎡） 

１．５％（０．００５ ～０．０５cd/㎡） 

０．４％（０．０５   ～１    cd/㎡） 

０．３％（１      ～     cd/㎡） 

１° １．５％（０．００１５～０．０１５cd/㎡） 

０．４％（０．０１５  ～０．３  cd/㎡） 

０．３％（０．３    ～     cd/㎡） 

１．５％（０．０１５ ～０．１５cd/㎡） 

０．４％（０．１５   ～３    cd/㎡） 

０．３％（３       ～    cd/㎡） 

０.２° １．５％（０．０３７５～０．４  cd/㎡） 

０．４％（０．４    ～７．５  cd/㎡） 

０．３％（７．５    ～     cd/㎡） 

１．５％（０．３７５ ～４     cd/㎡） 

０．４％（４      ～７５   cd/㎡） 

０．３％（７５     ～     cd/㎡） 

０.１° １．５％（０．１５  ～１．５  cd/㎡） 

０．４％（１．５    ～３０   cd/㎡） 

０．３％（３０     ～     cd/㎡） 

１．５％（１．５   ～１５   cd/㎡） 

０．４％（１５     ～３００ cd/㎡） 

０．３％（３００    ～    cd/㎡） 

色度 

※３ 

２° ０．００５ （０．０００５  ～  

             ０．００５cd/㎡） 

０．００１５（０．００５  ～０．１cd/㎡） 

０．０００５（０．１    ～      cd/㎡） 

０．００５  （０．００５ ～  

                ０．０５cd/㎡） 

０．００１５（０．０５    ～１    cd/㎡） 

０．０００５（１       ～       cd/㎡） 

１° ０．００５ （０．００１５ ～ 

０．０１５cd/㎡） 

０．００１５（０．０１５ ～０．３ cd/㎡） 

０．０００５（０．３   ～    cd/㎡） 

０．００５  （０．０１５  ～ 

０．１５cd/㎡） 

０．００１５（０．１５    ～３     cd/㎡） 

０．０００５（３       ～    cd/㎡） 

０.２° ０．００５ （０．０３７５～０．４cd/㎡） 

０．００１５（０．４    ～７．５cd/㎡） 

０．０００５（７．５    ～   cd/㎡） 

０．００５  （０．３７５  ～４    cd/㎡） 

０．００１５（４       ～７５  cd/㎡） 

０．０００５（７５      ～    cd/㎡） 

０.１° ０．００５ （０．１５   ～１．５cd/㎡） 

０．００１５（１．５    ～３０  cd/㎡） 

０．０００５（３０     ～      cd/㎡） 

０．００５ （１．５     ～１５   cd/㎡） 

０．００１５（１５      ～３００ cd/㎡） 

０．０００５（３００     ～       cd/㎡） 

※１ 標準の光Ａに対して、等色関数種別 ＣＩＥ１９３１にて 

※２ １０回の連続測定において、２標準偏差/平均値  

※３ １０回の連続測定において、最大値－最小値 

※４ 特注対応品：SR-UL2S 
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※ 表示精度は出荷時の精度です。 

   測定スピードモード 

  測定角 HIGH SPEED 2 モード HIGH SPEED 3 モード 

測定輝度範囲 

（標準の光 A） 

２° ０．００５～  ３,０００ cd/㎡ ０．０５ ～   ３,０００ cd/㎡ 

１° ０．０１５～  ９,０００ cd/㎡ ０．１５ ～   ９,０００ cd/㎡ 

０.２° ０．３７５～ ７０,０００ cd/㎡ ３．７５ ～ ７０,０００ cd/㎡ 

０.１° １．５  ～３００,０００ cd/㎡ １５   ～３００,０００ cd/㎡ 

精度 波長 - ±０．３ ｎｍ （水銀の特定輝線に対して) 

輝度 

※１ 

全測定角  

±２％ 

色度 

※１ 

２°  
 

 

 
 

ｘｙ±０．００２ 

 

ｘｙ ±０．００３（０．０５～ 

０．５ cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（０．５  ～  cd/㎡） 

１° ｘｙ ±０．００３（０．１５～ 

１．５ cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１．５  ～    cd/㎡） 

０.２° ｘｙ ±０．００３（３．７５～４０cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（４０   ～  cd/㎡） 

０.１° ｘｙ ±０．００３（１５ ～１５０cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１５０～     cd/㎡） 

繰返し性 輝度 

※２ 

２° １．５％（０．００５～０．０５cd/㎡） 

０．４％（０．０５  ～１   cd/㎡） 

０．３％（１     ～    cd/㎡） 

１．５％（０．０５ ～０．５  cd/㎡） 

０．４％（０．５   ～１０   cd/㎡） 

０．３％（１０    ～    cd/㎡） 

１° １．５％（０．０１５～０．１５cd/㎡） 

０．４％（０．１５  ～３   cd/㎡） 

０．３％（３     ～    cd/㎡） 

１．５％（０．１５ ～１．５  cd/㎡） 

０．４％（１．５  ～３０   cd/㎡） 

０．３％（３０     ～     cd/㎡） 

０.２° １．５％（０．３７５～４   cd/㎡） 

０．４％（４     ～７５  cd/㎡） 

０．３％（７５    ～    cd/㎡） 

１．５％（３．７５ ～４０   cd/㎡） 

０．４％（４０   ～７５０ cd/㎡） 

０．３％（７５０  ～    cd/㎡） 

０.１° １．５％（１．５  ～１５  cd/㎡） 

０．４％（１５    ～３００ cd/㎡） 

０．３％（３００   ～    cd/㎡） 

１．５％（１５   ～１５０ cd/㎡） 

０．４％（１５０  ～３０００cd/㎡） 

０．３％（３０００ ～    cd/㎡） 

色度 

※３ 

２° ０．００５  （０．００５ ～  

           ０．０５ cd/㎡） 

０．０１５（０．０５     ～１    cd/㎡） 

０．０００５（１       ～     cd/㎡） 

０．００５  （０．０５～  

              ０．５cd/㎡） 

０．００１５（０．５  ～ １０  cd/㎡） 

０．０００５（１０   ～        cd/㎡） 

１° ０．００５ （０．０１５  ～ 

０．１５ cd/㎡） 

０．００１５（０．１５  ～３    cd/㎡） 

０．０００５（３     ～    cd/㎡） 

０．００５  （０．１５～ 

１．５  cd/㎡） 

０．００１５（１．５  ～３０    cd/㎡） 

０．０００５（３０   ～      cd/㎡） 

０.２° ０．００５ （０．３７５ ～４    cd/㎡） 

０．００１５（４      ～７５  cd/㎡） 

０．０００５（７５     ～   cd/㎡） 

０．００５  （３．７５～ ４０   cd/㎡） 

０．００１５（４０  ～７５０  cd/㎡） 

０．０００５（７５０ ～      cd/㎡） 

０.１° ０．００５ （１．５   ～１５ cd/㎡） 

０．００１５（１５     ～３００cd/㎡） 

０．０００５（３００   ～      cd/㎡） 

０．００５ （１５   ～１５０  cd/㎡） 

０．００１５（１５０ ～３０００cd/㎡） 

０．０００５（３０００～        cd/㎡） 

※１ 標準の光Ａに対して、等色関数種別 ＣＩＥ１９３１にて 

※２ １０回の連続測定において、２標準偏差/平均値  

※３ １０回の連続測定において、最大値－最小値 

※４ 特注対応品：SR-UL2S 

 

通信時間 

    

 

 

         

  

リモート(USB 通信)STB コマンド 約０．９ 秒 

リモート(USB 通信)ST  コマンド 約２．２ 秒 

リモート(RS232C 通信)ST コマンド 約７．１ 秒 

※ＰＣ等の使用環境により通信時間は前後します。 
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偏光特性  輝度 １ ％以下 分光放射輝度 ２ ％以下（４００～７８０ｎｍ） 

 

温度特性  輝度値に対して、±３ ％以内 

  （５℃～３０ ℃の範囲内において、２０ ℃の輝度を基準とする。） 

ウォームアップ時間 ４０分以上 

          以下の場合、ウォームアップは必要ありません。 

（測定角２°輝度 1cd/㎡ 以上  使用温度 ２３℃） 

校正基準  当社校正基準 

（標準の光A、23 ℃±3度、湿度：50 %R.H ±15 %R.H） 

表  示  ドットマトリクス液晶表示 ２０文字×４行 照明機能付 

インタフェース   ＵＳＢ2.0(フルスピードモード 12 Mbps 対応) 

   RS-232C 

    通信速度  ４８００／９６００／１９２００／３８４００ ｂｐｓ 

    データ長  ７ ビット／８ ビット 

    パリティ  偶数／奇数／なし 

    ストップビット １ ビット／２ ビット 

電  源  専用ＡＣアダプタ（標準付属品） 

消費電力  約３６ Ｗ 

使用温度  温度 ５℃～３０ ℃ 

   湿度 ８０ ％ＲＨ以下 

保存条件  温度 －１０ ℃～５０ ℃ 

  湿度 ８０ ％ＲＨ以下 

外形寸法  約４０６ ｍｍ（長さ）×１５０ ｍｍ（幅）×２３９ ｍｍ（高さ） 

質  量  約５．５ ｋｇ（本体のみ） 

 

FCC Compliance Information 

This device complies with Part 15 of FCC Rules. Operation is subject to the following twoconditions: 
(1) the device may not cause interference, and 
(2) the device must accept anyinterference, including interference that may cause undesired operation 
of this device. 
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, 
pursuant to part 15 of the FCC Rules. 
These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference when the 
equipment is operated in commercial environment. This equipment generates, uses, and can radiate 
radio frequency energy and if not installed and used in accordance with the instruction manual, may 
cause harmful interference to radio communications. Operation of this equipment in a residential area 
is likely to cause harmful interference in which case the user will be required to correct the interference 
at his own expence. 
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■SR-UL1R 仕様・性能 
光学系 

 対物レンズ  焦点距離  ｆ＝８２ ｍｍ  Ｆ ２．５ 

 接眼レンズ  ファインダ視野 ５ ° 

   視度調整範囲 ±５ ｄｉｏｐｔ 

分光器 

  スペクトル波長幅 ５～８ ｎｍ 

 分光方式  ポリクロメータ 

  分散素子  回折格子 

受光素子  電子冷却型リニアアレイセンサ 

 測定角   ２°/  １°/  ０.２°/  ０.１°電動切換式 

測定距離  ３５０ ｍｍ ～ ∞ （対物レンズ金物先端からの距離） 

測定波長範囲  ３８０ ｎｍ ～ ７８０ ｎｍ 

波長分解能  １ ｎｍ 

測定モード  オート／マニュアル（周波数／積分時間）、外部垂直同期信号入力 

 

測定径                               （ mmφ) 

測定角 
測 定 距 離 (mm) 

350 400 500 600 800 1000 2000 5000 

2 ° 10.0 11.7 15.1 18.6 25.4 32.2 66.4 169 

1 ° 4.99 5.84 7.55 9.26 12.7 16.1 33.2 84.4 

0.2° 1.00 1.17 1.51 1.86 2.54 3.22 6.64 16.9 

0.1° 0.50 0.59 0.76 0.93 1.27 1.61 3.32 8.44 

   ※ 測定距離は、対物レンズ金物先端からの距離で示されています。 

      ※ この表の数値は設計基準値であり、実際の直径とは多少異なる場合があります。 

測定機能 

 表示モードにより、下記の測定が可能です。 

 ・ｘ､ｙ､Ｌv （ｘ､ｙ：色度、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・ｕ’､ｖ’､Ｌv （ｕ’､ｖ’：色度、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・Ｘ､Ｙ､Ｚ （Ｘ､Ｙ､Ｚ：三刺激値） 

 ・Ｔc､ｄuv､Ｌv （Ｔc：色温度 K、ｄuv：偏差、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・Ｌe  （Ｌe：放射輝度 W/sr･m２） 

 ファンクションモード内での設定により、２°視野／１０°視野の切り換え可能 
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※表示精度は出荷時の精度です。 

   

測定角 

測定スピードモード 

  NORMAL SPEED モード HIGH SPEED モード 

測定輝度範囲 

（標準の光 A） 

２° ０．００１～  ３ ０００ cd/㎡ ０．０１～  ３ ０００ cd/㎡ 

１° ０．００３～  ９ ０００ cd/㎡ ０．０３～  ９ ０００ cd/㎡ 

０.２° ０．０７５～ ７０ ０００ cd/㎡ ０．７５～ ７０ ０００ cd/㎡ 

０.１° ０．３  ～３００ ０００ cd/㎡ ３   ～３００ ０００ cd/㎡ 

精度 波長 - ±０．３ ｎｍ （水銀の特定輝線に対して) 

輝度 

※１ 

 

全測定角 

 

±２％ 

色度 

※１ 

２°  
 

 

 
 

ｘｙ±０．００２ 

 

ｘｙ ±０．００３（０．０１～ 

０．０５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（０．０５～    cd/㎡） 

１° ｘｙ ±０．００３（０．０３～ 

０．１５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（０．１５～    cd/㎡） 

０.２° ｘｙ ±０．００３（０．７５～  ４cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（４   ～   cd/㎡） 

０.１° ｘｙ ±０．００３（３     ～１５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１５  ～    cd/㎡） 

繰返し性 輝度 

※２ 

２° １．５％（０．００１～０．００５cd/㎡） 

０．４％（０．００５～０．１  cd/㎡） 

０．３％（０．１  ～     cd/㎡） 

１．５％（０．０１～０．０５cd/㎡） 

０．４％（０．０５～１   cd/㎡） 

０．３％（１   ～    cd/㎡） 

１° １．５％（０．００３～０．０１５cd/㎡） 

０．４％（０．０１５～０．３  cd/㎡） 

０．３％（０．３  ～     cd/㎡） 

１．５％（０．０３～０．１５cd/㎡） 

０．４％（０．１５～３   cd/㎡） 

０．３％（３  ～     cd/㎡） 

０.２° １．５％（０．０７５～０．４  cd/㎡） 

０．４％（０．４  ～７．５  cd/㎡） 

０．３％（７．５  ～     cd/㎡） 

１．５％（０．７５～４   cd/㎡） 

０．４％（４   ～７５  cd/㎡） 

０．３％（７５  ～    cd/㎡） 

０.１° １．５％（０．３  ～１．５  cd/㎡） 

０．４％（１．５  ～３０   cd/㎡） 

０．３％（３０   ～     cd/㎡） 

１．５％（３   ～１５  cd/㎡） 

０．４％（１５  ～３００ cd/㎡） 

０．３％（３００ ～    cd/㎡） 

色度 

※３ 

２° ０．００５  （０．００１ ～  

            ０．００５cd/㎡） 

０．００１５（０．００５ ～０．１cd/㎡） 

０．０００５（０．１   ～      cd/㎡） 

０．００５  （０．０１ ～  

            ０．０５cd/㎡） 

０．００１５（０．０５ ～１  cd/㎡） 

０．０００５（１    ～      cd/㎡） 

１° ０．００５ （０．００３  ～ 

０．０１５cd/㎡） 

０．００１５（０．０１５ ～０．３cd/㎡） 

０．０００５（０．３   ～    cd/㎡） 

０．００５  （０．０３ ～ 

０．１５cd/㎡） 

０．００１５（０．１５ ～３   cd/㎡） 

０．０００５（３    ～    cd/㎡） 

０.２° ０．００５ （０．０７５ ～０．４cd/㎡） 

０．００１５（０．４   ～７．５cd/㎡） 

０．０００５（７．５   ～   cd/㎡） 

０．００５ （０．７５ ～４   cd/㎡） 

０．００１５（４    ～７５ cd/㎡） 

０．０００５（７５   ～   cd/㎡） 

０.１° ０．００５ （０．３   ～１．５cd/㎡） 

０．００１５（１．５   ～３０  cd/㎡） 

０．０００５（３０    ～      cd/㎡） 

０．００５ （３    ～１５ cd/㎡） 

０．００１５（１５   ～３００cd/㎡） 

０．０００５（３００  ～      cd/㎡） 

※１ 標準の光Ａに対して、等色関数種別 ＣＩＥ１９３１にて 

※２ １０回の連続測定において、２標準偏差/平均値 

※３ １０回の連続測定において、最大値－最小値 
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※ 表示精度は出荷時の精度です。 

   測定スピードモード 

  測定角 HIGH SPEED 2 モード HIGH SPEED 3 モード 

測定輝度範囲 

（標準の光 A） 

２° ０．０１～  ３ ０００ cd/㎡ ０．１～  ３ ０００ cd/㎡ 

１° ０．０３～  ９ ０００ cd/㎡ ０．３～  ９ ０００ cd/㎡ 

０.２° ０．７５～ ７０ ０００ cd/㎡ ７．５～ ７０ ０００ cd/㎡ 

０.１° ３   ～３００ ０００ cd/㎡ ３０ ～３００ ０００ cd/㎡ 

精度 波長 - ±０．３ ｎｍ （水銀の特定輝線に対して) 

輝度 

※１ 

全測定角  

±２％ 

色度 

※１ 

２°  
 

 

 
 

ｘｙ±０．００２ 

 

ｘｙ ±０．００３（０．１～ 

０．５ cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（０．５～     cd/㎡） 

１° ｘｙ ±０．００３（０．３～ 

１．５ cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１．５～     cd/㎡） 

０.２° ｘｙ ±０．００３（７．５～  ４０cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（４０ ～    cd/㎡） 

０.１° ｘｙ ±０．００３（３０  ～１５０cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１５０～     cd/㎡） 

繰返し性 輝度 

※２ 

２° １．５％（０．０１  ～０．０５cd/㎡） 

０．４％（０．０５  ～１   cd/㎡） 

０．３％（１     ～    cd/㎡） 

１．５％（０．１   ～０．５  cd/㎡） 

０．４％（０．５   ～１０  cd/㎡） 

０．３％（１０   ～     cd/㎡） 

１° １．５％（０．０３  ～０．１５cd/㎡） 

０．４％（０．１５  ～３   cd/㎡） 

０．３％（３     ～    cd/㎡） 

１．５％（０．３   ～１．５  cd/㎡） 

０．４％（１．５   ～３０  cd/㎡） 

０．３％（３０   ～    cd/㎡） 

０.２° １．５％（０．７５  ～４   cd/㎡） 

０．４％（４     ～７５  cd/㎡） 

０．３％（７５    ～    cd/㎡） 

１．５％（７．５   ～４０  cd/㎡） 

０．４％（４０   ～７５０ cd/㎡） 

０．３％（７５０  ～     cd/㎡） 

０.１° １．５％（３     ～１５  cd/㎡） 

０．４％（１５    ～３００ cd/㎡） 

０．３％（３００   ～    cd/㎡） 

１．５％（３０     ～１５０ cd/㎡） 

０．４％（１５０   ～３０００cd/㎡） 

０．３％（３０００ ～     cd/㎡） 

色度 

※３ 

２° ０．００５ （０．０１  ～ 

            ０．０５cd/㎡） 

０．００１５（０．０５ ～１  cd/㎡） 

０．０００５（１    ～     cd/㎡） 

０．００５  （０．１ ～  

            ０．５   cd/㎡） 

０．００１５（０．５  ～１０   cd/㎡） 

０．０００５（１０   ～        cd/㎡） 

１° ０．００５ （０．０３  ～ 

０．１５cd/㎡） 

０．００１５（０．１５ ～３  cd/㎡） 

０．０００５（３    ～    cd/㎡） 

０．００５  （０．３  ～ 

１．５  cd/㎡） 

０．００１５（１．５  ～３０  cd/㎡） 

０．０００５（３０  ～     cd/㎡） 

０.２° ０．００５ （０．７５ ～４  cd/㎡） 

０．００１５（４    ～７５ cd/㎡） 

０．０００５（７５   ～   cd/㎡） 

０．００５ （７．５  ～４０    cd/㎡） 

０．００１５（４０    ～７５０ cd/㎡） 

０．０００５（７５０ ～     cd/㎡） 

０.１° ０．００５ （３    ～１５ cd/㎡） 

０．００１５（１５   ～３００cd/㎡） 

０．０００５（３００  ～      cd/㎡） 

０．００５ （３０  ～１５０ cd/㎡） 

０．００１５（１５０ ～３０００cd/㎡） 

０．０００５（３０００～       cd/㎡） 

※１ 標準の光Ａに対して、等色関数種別 ＣＩＥ１９３１にて 

※２ １０回の連続測定において、２標準偏差/平均値 

※３ １０回の連続測定において、最大値－最小値 

 

通信時間 

    

 

 

          

 

 

 

リモート(USB 通信)STB コマンド 約０．９ 秒 

リモート(USB 通信)ST  コマンド 約２．２ 秒 

リモート(RS232C 通信)ST コマンド 約７．１ 秒 

※ＰＣ等の使用環境により通信時間は前後します。 
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偏光特性  輝度 １ ％以下 分光放射輝度 ２ ％以下（４００～７８０ｎｍ） 

温度特性  輝度値に対して、±３ ％以内 

  （５℃～３０ ℃の範囲内において、２０ ℃の輝度を基準とする。） 

ウォームアップ時間 ４０分以上 

          以下の場合、ウォームアップは必要ありません。 

（測定角２°輝度 1cd/㎡ 以上  使用温度 ２３℃） 

校正基準  当社校正基準 

（標準の光A、23 ℃±3度、湿度：50 %R.H ±15 %R.H） 

表  示  ドットマトリクス液晶表示 ２０文字×４行 照明機能付 

インタフェース   ＵＳＢ2.0(フルスピードモード 12 Mbps 対応) 

   RS-232C 

    通信速度  ４８００／９６００／１９２００／３８４００ ｂｐｓ 

    データ長  ７ ビット／８ ビット 

    パリティ  偶数／奇数／なし 

    ストップビット １ ビット／２ ビット 

電  源  専用ＡＣアダプタ（標準付属品） 

消費電力  約３６ Ｗ 

使用温度  温度 ５℃～３０ ℃ 

   湿度 ８０ ％ＲＨ以下 

保存条件  温度 －１０ ℃～５０ ℃ 

  湿度 ８０ ％ＲＨ以下 

外形寸法  約４０６ ｍｍ（長さ）×１５０ ｍｍ（幅）×２３９ ｍｍ（高さ） 

質  量  約５．５ ｋｇ（本体のみ） 

 

FCC Compliance Information 

This device complies with Part 15 of FCC Rules. Operation is subject to the following twoconditions: 
(1) the device may not cause interference, and 
(2) the device must accept anyinterference, including interference that may cause undesired operation 
of this device. 
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, 
pursuant to part 15 of the FCC Rules. 
These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference when the 
equipment is operated in commercial environment. This equipment generates, uses, and can radiate 
radio frequency energy and if not installed and used in accordance with the instruction manual, may 
cause harmful interference to radio communications. Operation of this equipment in a residential area 
is likely to cause harmful interference in which case the user will be required to correct the interference 
at his own expence. 
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■SR-3AR 仕様・性能 
光学系 

 対物レンズ  焦点距離  ｆ＝８２ ｍｍ  Ｆ ２．５ 

 接眼レンズ  ファインダ視野 ５ ° 

   視度調整範囲 ±５ ｄｉｏｐｔ 

分光器 

  スペクトル波長幅 ５～８ ｎｍ 

 分光方式  ポリクロメータ 

  分散素子  回折格子 

受光素子  電子冷却型リニアアレイセンサ 

 測定角   ２°/  １°/  ０.２°/  ０.１°電動切換式 

測定距離  ３５０ ｍｍ ～ ∞ （対物レンズ金物先端からの距離） 

測定波長範囲  ３８０ ｎｍ ～ ７８０ ｎｍ 

波長分解能  １ ｎｍ 

測定モード  オート／マニュアル（周波数／積分時間）、外部垂直同期信号入力 

 

測定径                               （ mmφ) 

測定角 
測 定 距 離 (mm) 

350 400 500 600 800 1000 2000 5000 

2 ° 10.0 11.7 15.1 18.6 25.4 32.2 66.4 169 

1 ° 4.99 5.84 7.55 9.26 12.7 16.1 33.2 84.4 

0.2° 1.00 1.17 1.51 1.86 2.54 3.22 6.64 16.9 

0.1° 0.50 0.59 0.76 0.93 1.27 1.61 3.32 8.44 

   ※ 測定距離は、対物レンズ金物先端からの距離で示されています。 

※ この表の数値は設計基準値であり、実際の直径とは多少異なる場合があります。 

測定機能 

 表示モードにより、下記の測定が可能です。 

 ・ｘ､ｙ､Ｌv （ｘ､ｙ：色度、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・ｕ’､ｖ’､Ｌv （ｕ’､ｖ’：色度、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・Ｘ､Ｙ､Ｚ （Ｘ､Ｙ､Ｚ：三刺激値） 

 ・Ｔc､ｄuv､Ｌv （Ｔc：色温度 K、ｄuv：偏差、Ｌv：輝度 cd/ m２） 

 ・Ｌe  （Ｌe：放射輝度 W/sr･m２） 

 ファンクションモード内での設定により、２ °視野／１０ °視野の切り換え可能 
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※ 表示精度は出荷時の精度です。 

   

測定角 

測定スピードモード 

  NORMAL SPEED モード HIGH SPEED モード 

測定輝度範囲 

（標準の光 A） 

２° ０．１～  ３ ０００ cd/㎡ 

１° ０．３～  ９ ０００ cd/㎡ 

０.２° ７．５～ ７０ ０００ cd/㎡ 

０.１° ３０ ～３００ ０００ cd/㎡ 

精度 波長 - ±０．３ ｎｍ （水銀の特定輝線に対して) 

輝度 

※１ 

２°  

 
 

±２％ 

 

±５％       （０．１～０．５  cd/㎡） 

±２％      （０．５～        cd/㎡）     

１° ±５％      （０．３～１．５  cd/㎡） 

±２％     （１．５～        cd/㎡） 

０.２° ±５％     （７．５～４０    cd/㎡） 

±２％     （４０  ～        cd/㎡） 

０.１° ±５％     （３０ ～１５０c  cd/㎡） 

±２％     （１５０～        cd/㎡）  

色度 

※１ 

２°  

 
 

 

ｘｙ ±０．００２ 

 

ｘｙ ±０．００５（０．１～０．５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（０．５～      cd/㎡） 

１° ｘｙ ±０．００５（０．３～１．５cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１．５～      cd/㎡） 

０.２° ｘｙ ±０．００５（７．５～４０  cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（４０ ～     cd/㎡） 

０.１° ｘｙ ±０．００５（３０  ～１５０cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１５０～      cd/㎡） 

繰返し性 輝度 

※２ 

２°  

 

０． ３％ 

 

１° 

０.２° 

０.１° 

色度 

※３ 

２°  
 

 
 

０． ０００５ 

 

０．０００８（０．１～０．５ cd/㎡） 

０．０００５（０．５～    cd/㎡） 

１° ０．０００８（０．３～１．５ cd/㎡） 

０．０００５（１．５～    cd/㎡） 

０.２° ０．０００８（７．５～４０   cd/㎡） 

０．０００５（４０ ～    cd/㎡） 

０.１° ０．０００８（３０ ～１５０ cd/㎡） 

０．０００５（１５０～    cd/㎡） 

※１ 標準の光Ａに対して、等色関数種別 ＣＩＥ１９３１にて 

※２ １０回の連続測定において、２標準偏差/平均値 

※３ １０回の連続測定において、最大値－最小値 
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※ 表示精度は出荷時の精度です。 

   

測定角 

測定スピードモード 

  HIGH SPEED 2 モード HIGH SPEED 3 モード 

測定輝度範囲 

（標準の光 A） 

２° １  ～  ３ ０００ cd/㎡ 

１° ３  ～  ９ ０００ cd/㎡ 

０.２° ７５ ～ ７０ ０００ cd/㎡ 

０.１° ３００～３００ ０００ cd/㎡ 

精度 波長 - ±０．３ ｎｍ （水銀の特定輝線に対して) 

輝度 

※１ 

２°  

 
 

±２％ 

 

±５％       （１      ～５    cd/㎡） 

±２％      （５      ～      cd/㎡）     

１° ±５％      （３      ～１５   cd/㎡） 

±２％     （１５    ～       cd/㎡） 

０.２° ±５％     （７５    ～４００   cd/㎡） 

±２％     （４００  ～        cd/㎡） 

０.１° ±５％     （３００ ～１５００ cd/㎡） 

±２％     （１５００～         cd/㎡）  

色度 

※１ 

２°  

 
 

 

ｘｙ ±０．００２ 

 

ｘｙ ±０．００５（１    ～５    cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（５    ～     cd/㎡） 

１° ｘｙ ±０．００５（３    ～１５  cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１５  ～      cd/㎡） 

０.２° ｘｙ ±０．００５（７５  ～４００ cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（４００～      cd/㎡） 

０.１° ｘｙ ±０．００５（３００～１５００cd/㎡） 

ｘｙ ±０．００２（１５００～     cd/㎡） 

繰返し性 輝度 

※２ 

２°  

 

０．３％ 

 

１° 

０.２° 

０.１° 

色度 

※３ 

２°  
 

 
 

０．０００５ 

 

０．０００８（１     ～５      cd/㎡） 

０．０００５（５     ～    cd/㎡） 

１° ０．０００８（３     ～１５    cd/㎡） 

０．０００５（１５   ～    cd/㎡） 

０.２° ０．０００８（７５   ～４００  cd/㎡） 

０．０００５（４００ ～    cd/㎡） 

０.１° ０．０００８（３００ ～１５００cd/㎡） 

０．０００５（１５００～     cd/㎡） 

※１ 標準の光Ａに対して、等色関数種別 ＣＩＥ１９３１にて 

※２ １０回の連続測定において、２標準偏差/平均値 

※３ １０回の連続測定において、最大値－最小値 

 

通信時間 

    

 

 

 

 

リモート(USB 通信)STB コマンド 約０．９ 秒 

リモート(USB 通信)ST  コマンド 約２．２ 秒 

リモート(RS232C 通信)ST コマンド 約７．１ 秒 

※ＰＣ等の使用環境により通信時間は前後します。 
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温度特性  輝度値に対して、±３％以内 

（５ ℃～３５ ℃の範囲内において、２０ ℃の輝度を基準とする。） 

偏光特性  輝度 １ ％以下 分光放射輝度 ２ ％以下（４００～７８０ｎｍ） 

校正基準  当社校正基準 

（標準の光A、23 ℃±3度、湿度：50 %R.H ±15 %R.H） 

表  示  ドットマトリクス液晶表示 ２０文字×４行 照明機能付 

インタフェース   ＵＳＢ2.0(フルスピードモード 12 Mbps 対応) 

   RS-232C 

    通信速度  ４８００／９６００／１９２００／３８４００ｂｐｓ 

    データ長  ７ ビット／８ ビット 

    パリティ  偶数／奇数／なし 

    ストップビット    １ ビット／２ ビット 

電  源  専用ＡＣアダプタ（標準付属品） 

消費電力  約３４ Ｗ 

使用温度  温度 ５ ℃～３５ ℃  湿度 ８０ ％ＲＨ以下 

保存条件  温度 －１０ ℃～５０ ℃  湿度 ８０ ％ＲＨ以下 

外形寸法  約４０６ ｍｍ（長さ）×１５０ ｍｍ（幅）×２３９ ｍｍ（高さ） 

質  量  約５．５ ｋｇ（本体のみ） 

 

FCC Compliance Information 

This device complies with Part 15 of FCC Rules. Operation is subject to the following twoconditions: 
(1) the device may not cause interference, and 
(2) the device must accept anyinterference, including interference that may cause undesired operation 
of this device. 
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, 
pursuant to part 15 of the FCC Rules. 
These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference when the 
equipment is operated in commercial environment. This equipment generates, uses, and can radiate 
radio frequency energy and if not installed and used in accordance with the instruction manual, may 
cause harmful interference to radio communications. Operation of this equipment in a residential area 
is likely to cause harmful interference in which case the user will be required to correct the interference 
at his own expence. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

EU Battery Directive 

This symbol is applicable to EU members states only. 

 
Battery users must not dispose of batteries as unsorted general waste, but treat properly. 
If a chemical symbol is printed bebeath the symbol shown above, this chemical symbol means 
that the battery or accumulator contains a heavy metal at a certain concentration. This will be 
indicated as follows: 
Hg: mercury(0.0005%), Cd: cadmium(0.002%), Pb: lead(0.004%) 
 
These ingredients may be seriously hazardous to human and the global environment. 
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ブロック図 
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内部演算処理 
 

本器では、各データについて以下の演算処理を行っています。 

分光放射輝度 Le(λ) 

                   Lref(λ) 

Lsamp(λ) ＝      × Dsamp(λ) [ W / sr･m2･nm ] 

               Dref(λ) 

ここに、Lsamp(λ) ： 被測定物の分光放射輝度 [ W / sr･m2･nm ] 

    Lref(λ) ： 標準の光Ａ100π lux 下の完全拡散反射面の分光放射輝度 

    [ W / sr･m2･nm ] 

        Dref(λ) ： 標準の光Ａ100π lux 下の完全拡散反射面を測定したときの、 

  光電素子の出力 

      Dsamp(λ) ： 被測定物を測定したときの、光電素子の出力 

 

放射輝度 Le 

Ｌe ＝ Σ Ｌsamp(λ) Δλ 

ここに、λ１  ： 測定開始波長 380 nm 

    λ２  ： 測定終了波長 780 nm 

         Δλ  ： Δλ＝１ 

 

三刺激値 X, Y, Z 輝度 Lv 

  観測視野 2° 

       X = KΣ x (λ) Lsamp(λ) Δλ 

    Lv = Y = KΣ y (λ) Lsamp(λ) Δλ 

        Z = KΣ z (λ) Lsamp(λ) Δλ 

  ここに、ｘ(λ) , ｙ(λ) , ｚ(λ) ： CIE 1931 標準表色系における等色関数 

             K ： 係数 683 lm／W 

      λ１ ： 測定開始波長 380 nm 

      λ２ ： 測定終了波長 780 nm 

       Δλ ： Δλ＝１        

λ２ 

λ1 

λ２ 

λ1 

λ２ 

λ２ 

λ1 

λ1 
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  観測視野 10° 

    X10 = KΣ x10(λ) Lsamp(λ) Δλ 

    Y10 = KΣ y10(λ) Lsamp(λ) Δλ 

    Z10 = KΣ z10(λ) Lsamp(λ) Δλ 

  ここに、ｘ10(λ) , ｙ10(λ) , ｚ10(λ) ： CIE 1964 補助標準表色系における等色関数 

             K ： 係数 683 lm／W 

      λ１ ： 測定開始波長 380 nm 

      λ２ ： 測定終了波長 780 nm 

       Δλ ： Δλ＝１ 

      

    観測視野 10°における輝度 Lv は、観測視野 2°における Y を使用する。 

 

色度座標 

  観測視野 2° 

ＸＹＺ表色系ｘｙ色度座標 

          Ｘ                           Ｙ 
  ｘ ＝                       y  =   
      Ｘ + Ｙ + Ｚ                Ｘ + Ｙ + Ｚ 
 

ＵＣＳ表色系 u’v’色度座標 

                 4Ｘ               9Ｙ 
  u’  =                        v’ =   
            Ｘ + 15Ｙ+ 3Ｚ               Ｘ + 15Ｙ + 3Ｚ 
 

観測視野 10° 

    ＸＹＺ表色系ｘ10ｙ10色度座標 
          Ｘ10                           Y10 
  ｘ10 ＝                      y10  =   
      Ｘ10 + Ｙ10 + Ｚ10             Ｘ10 + Ｙ10 + Ｚ10 
 

ＵＣＳ表色系 u’v’色度座標 

                 4Ｘ10              9Y10 
  u’10  =                        v’10 =   
            Ｘ10 + 15Ｙ10 + 3Ｚ10          Ｘ10 + 15Ｙ10 + 3Ｚ10 

 

色温度、偏差 

JIS Z 8725 光源の分光分布 及び 色温度・相関色温度の測定方法 により求めています。 

色温度表示範囲 1 563 K ≦ Tc ≦ 100 000 K 

偏差表示範囲         －0.02 ≦ duv ≦ 0.02 

偏差とは、CIE 1960 UCS 色度図上の黒体放射軌跡からの距離を示します。 

 

 

 

λ２ 

λ1 

λ1 

λ２ 

λ２ 

λ1 
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外観寸法図 

■SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL1R 

 
お願い 

・三脚取り付けネジおよび治具取り付け用ネジ穴を使用する場合は、指定さ

れたネジを使用してください。また、必要以上に強く締め付けないでくださ

い。内部が破損することがあります。 
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■SR-3AR 

 

 
お願い 

・三脚取り付けネジおよび治具取り付け用ネジ穴を使用する場合は、指定さ

れたネジを使用してください。また、必要以上に強く締め付けないでくださ

い。内部が破損することがあります。 



 

 

  

                           

 

 

 

保証 
保証期間 

お買い上げ後、１年間とします。 

 

保証期間中の修理 

正常な使用状態で本商品に故障が生じた場合、当社の設計、製造上の責任によって生じた故障に対して

無償で修理させていただきます。 

 

保証期間経過後の修理 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有償修理させていただきます。 

 

保守期間 

補修用機能部品(*1)はお買い上げ後８年間(*2)保有しています。 

この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただきます。 

保有期間経過後でも、修理可能の場合は対応させていただきますので、お買い上げの販売店またはサー

ビス窓口にご相談ください。 

(*1) 補修用機能部品とは、その製品の機能を維持させるために必要な部品です。 

(*2) 保守期間を十分賄える補修用機能部品の確保に努めてまいりますが、不測の事態により

保守期間を短縮させていただく場合があります。 

 

廃棄 

本器を廃棄する場合には、廃棄、リサイクルに関する自治体の条例に従ってください。 

Perchlorate Material –  special handling may apply. 

 See http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate/ 

 Note; This is applicable to California, U.S.A only 

 

お問い合せ、ご相談時には以下のことをお知らせください。 

・製造番号 本器底面の定格銘板に記載されています。 

・使用期間 機器の購入、校正年月をお知らせください。 

・使用状況 測定光源の種類、本器の設定、測定値、測定状態など。 

・不具合の様子 できるだけ詳しくお知らせください。 

 

お問い合せ先 本取扱説明書の裏表紙をご覧ください。 

http://www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate/


 

 

  分 光 放 射 計 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

 

 

          〒174-0043 東京都板橋区坂下二丁目４番１号 

Imas Itabashi BASE 4階 

◆ 製品に関するお問合せ先 

Tel 03(3558)2666   Fax 03(3558)4661 

◆ 修理などのアフターサービスに関するお問合せ先 

Tel 03(3558)2710   Fax 03(3558)3011 

 

分光放射計 SR-LEDW/SR-UL2/SR-UL１R/SR-3AR 取扱説明書 

発行年月日 初版  200７年 ８月 

 第 25版 2026年 ６月 

発行元 株式会社テクノオプティス 
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